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桜
井
中
学
校
で
同
級
生

だ
っ
た
瀧
野
太
郎
さ
ん

（
35
）
と
坂
村
聖
太
さ
ん（
35
）。

そ
れ
ぞ
れ
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販
売

と
塾
講
師
と
し
て
経
営
を
始
め
た

ば
か
り
の
数
年
前
、
引
き
寄
せ
ら

れ
る
よ
う
に
再
会
し
ま
し
た
。

　
自
分
の
会
社
を
動
か
し
な
が
ら

も
、
他
に
何
か
新
し
い
こ
と
を

始
め
た
い
と
い
う
野
望
、
そ
し
て

年
々
寂
し
く
な
る
桜
井
の
現
状
に

つ
い
て
語
り
合
い
ま
し
た
。

　
駅
前
の
商
店
街
に
生
ま
れ
た
瀧

野
さ
ん
。
自
然
な
流
れ
で
「
桜
井

本
町
通
・
周
辺
ま
ち
づ
く
り
協
議

会
」
に
入
っ
た
と
言
い
ま
す
。

　
「
何
か
し
ら
ま
ち
づ
く
り
が
で

き
る
と
思
っ
た
ん
で
す
。
た
だ
、

集
ま
っ
て
会
議
を
重
ね
て
も
、
い

ざ
新
た
な
行
動
に
移
す
と
な
る

と
、
簡
単
で
は
な
い
で
す
ね
」

　
み
ん
な
で
話
し
合
い
、
多
く
の

人
に
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
イ
ベ
ン

ト
を
立
ち
上
げ
る
こ
と
は
も
ち
ろ

ん
必
要
だ
と
言
い
な
が
ら
も
、
そ

れ
だ
け
で
は
ダ
メ
。
雇
用
促
進
が

大
事
だ
と
２
人
は
強
調
し
ま
す
。

　
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
ま
ち
の
た

め
に
動
く
の
も
大
事
だ
け
ど
、
そ

れ
で
は
続
か
な
い
。
仕
事
を
提
供

し
て
活
き
活
き
と
働
い
て
も
ら
っ

て
、
最
後
に
は
こ
こ
に
住
ん
で
も

ら
い
た
い
。
そ
う
な
る
と
、
表
面

的
じ
ゃ
な
く
市
が
潤
っ
て
い
く
。

新
た
な
人
も
集
ま
っ
て
く
る
。
そ

の
循
環
が
大
切
な
ん
で
す
よ
ね
」

　
共
感
し
合
っ
た
２
人
は
、
桜
井

を
活
性
化
し
よ
う
と
、
市
内
に
ダ

イ
ニ
ン
グ
バ
ー
を
開
く
決
意
を
し

ま
し
た
。

駅
前
に
店
を
構
え
る
人
の
声

　
昔
の
桜
井
駅
前
は
人
が
た
く

さ
ん
行
き
交
っ
て
い
た
け
ど
、

今
や
幹
線
道
路
沿
い
ば
か
り
が

発
展
し
て
い
ま
す
よ
ね
。
車
を

持
た
な
い
人
も
い
る
の
に
。

　
桜
井
に
は
都
会
の
人
が
羨
む

よ
う
な
遺
跡
や
社
寺
が
た
く
さ

ん
あ
る
。
た
と
え
ば
古
墳
の
周

囲
に
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
や

広
い
公
園
を
整
備
し
た
ら
、
人

が
集
ま
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す

よ
。
そ
う
な
る
と
、
次
第
に
店

や
宿
泊
施
設
も
増
え
る
で
し
ょ

う
。
設
備
の
良
い
大
き
な
ホ
テ

ル
で
な
く
て
も
い
い
ん
で
す
。

古
民
家
を
改
装
し
た
り
、
桜
井

の
雰
囲
気
に
合
わ
せ
て
古
代
を

模
し
た
建
物
に
す
る
と
か
。

　
最
近
は
ど
こ
の
ま
ち
に
行
っ

て
も
同
じ
店
が
並
ん
で
い
る
こ

と
が
多
い
で
す
よ
ね
。
も
っ
と

こ
こ
に
し
か
な
い
も
の
を
大
事

に
し
て
、「
桜
井
ら
し
さ
」
で

勝
負
し
て
い
か
な
い
と
。

　

整
備
す
る
の
に
お
金
が
か

か
っ
て
も
、
50
年
以
上
先
を
見

る
必
要
が
あ
る
ね
。
桜
井
は
奈

良
や
飛
鳥
よ
り
古
い
「
は
じ
ま

り
の
ま
ち
」と
言
わ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
を
未
来
に
伝
え
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
思
う
よ
。

ブ
テ
ィ
ッ
ク
マ
ト
バ

的
場
紀
雄
さ
ん

オ
ー
プ
ン
数
日
前
、
内
装
工
事
が
続
く
店
舗
前
で
。

左
か
ら
瀧
野
太
郎
さ
ん
、
坂
村
聖
太
さ
ん
。

後
ろ
に
見
え
る
の
は
、店
内
を
装
飾
す
る
竹
ア
ー
ト
作
品
。

私
た
ち
の
ま
ち
を
振
り
返
る

こ
れ
か
ら
の
桜
井
を
考
え
る

活
気
が
あ
っ
た
あ
の
頃
の
桜
井
…

も
う
一
度
、
取
り
戻
し
た
い
。

こ
の
ま
ち
に
住
む
人
の
「
居
場
所
」
を
先
月
オ
ー
プ
ン
さ
せ
た
ば
か
り

の
２
人
に
、生
ま
れ
育
っ
た
ま
ち
の
こ
れ
か
ら
に
つ
い
て
、聞
き
ま
し
た
。

今
後
も
、
ま
ち
の
た
め
が
ん
ば
っ
て
い
る
人
を
取
り
上
げ
て
い
き
ま
す
。
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「
こ
こ
に
居
て
い
い
ん
だ
よ
」

認
め
て
も
ら
え
る
場
所
に

　
「
お
金
が
あ
っ
て
も
地
位
や
名

誉
が
あ
っ
て
も
、
そ
れ
だ
け
で
は

人
っ
て
満
足
し
な
い
と
思
う
ん
で

す
。
け
っ
き
ょ
く
安
心
で
き
る
居

場
所
が
大
事
。
そ
う
い
う
場
所
を

桜
井
に
作
り
た
か
っ
た
ん
で
す
」。

店
名
の
由
来
を
坂
村
さ
ん
が
教
え

て
く
れ
ま
し
た
。

桜
井
か
ら
、
日
本
へ
…

　
「
日
本
を
盛
り
上
げ
た
い
ん
で

す
」。
坂
村
さ
ん
は
突
然
切
り
出

し
ま
し
た
。「
何
も
か
も
が
集
ま

り
賑
わ
っ
て
い
る
大
都
市
と
、
疲

弊
し
て
い
く
地
方
の
ま
ち
。
い
わ

ゆ
る
二
極
化
は
、
21
世
紀
の
課
題

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
よ
ね
。
桜
井

を
盛
り
上
げ
て
い
く
と
、
近
隣
の

ま
ち
に
も
広
が
っ
て
い
く
か
も
し

れ
な
い
。
奈
良
を
盛
り
上
げ
、
全

国
に
ま
で
こ
れ
か
ら
の
桜
井
の
活

力
を
広
め
た
い
で
す
ね
」

　
「
長
く
続
け
る
た
め
に
は
、
地

域
活
性
を
ビ
ジ
ネ
ス
に
変
え
る
必

要
が
あ
る
と
思
う
ん
で
す
。
桜
井

こ
れ
で
い
い
の
か
な
っ
て
多
く
の

人
が
危
機
感
を
持
っ
て
い
る
。
で

も
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
わ
か
ら

な
い
。
迷
い
な
が
ら
会
議
だ
け
し

て
い
て
も
間
に
合
わ
な
い
ん
で

す
」。
瀧
野
さ
ん
は
危
惧
し
ま
す
。

　
し
か
し
、
本
質
的
に
は
何
と
か

し
た
い
と
い
う
思
い
を
持
っ
て
い

る
た
め
、
多
く
の
地
元
の
人
が
店

舗
を
開
く
に
あ
た
り
協
力
し
て
く

れ
た
と
言
い
ま
す
。
ク
ラ
ウ
ド

フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
※
で
も
目
標
額

を
達
成
し
ま
し
た
。
こ
れ
も
、
自

分
た
ち
が
生
ま
れ
育
っ
た
桜
井
に

こ
だ
わ
っ
て
い
る
か
ら
の
つ
な
が

り
だ
と
２
人
は
話
し
ま
す
。

　
「
や
り
た
い
こ
と
は
ま
だ
ま
だ

あ
り
ま
す
。
桜
井
に
２
店
舗
３
店

舗
目
を
目
指
し
た
い
し
、
若
者
に

向
け
て
起
業
塾
も
や
り
た
い
。
芝

運
動
公
園
で
大
き
な
食
の
イ
ベ
ン

ト
も
…
」。
２
人
の
夢
は
ど
こ
ま

で
も
広
が
り
ま
す
。

　
み
な
さ
ん
も
こ
れ
か
ら
の
桜
井

を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。
桜
井
か

ら
全
国
へ
、
一
緒
に
元
気
を
広
め

て
い
き
ま
せ
ん
か
。

　クラウドファンディング※

とは、インターネットを経
由して、不特定多数の個人
から資金（支援金）を集め
る手法のこと。
　新しくプロジェクトを始
めるときや、クリエイティ
ブな活動に挑戦する人を応
援する目的であることが多
い。目標金額を決め、一定
期間中の達成を目指す。
　

・従業員がみんな桜井市民
・�店内に飾ってある竹アート作品の製
作者も桜井市民
・酒はほとんどが奈良県の地酒
　（半分は桜井の地酒）
・�大和牛や大和ポークを使用、野菜も
地場産を中心に
・�「木材のまち桜井」らしく、カウンター
には７ｍの吉野ヒノキ１枚板

桜井にこだわる５つのポイント

桜井にこだわった人・食・モノが店内に並びます。

こ
の
ま
ち
に
住
む
人
の
声

　

桜
井
駅
前
の
商
店
街
の
中

に
、
高
齢
者
の
交
流
の
場
で

あ
る
「
桜
井
市
活
き
生
き
広

場
」
が
あ
り
ま
す
。
筆
ペ
ン
や

水
彩
画
に
よ
る
絵
手
紙
教
室
に

集
ま
っ
た
約
20
名
の
み
な
さ
ん

に
、
最
近
の
駅
前
や
商
店
街
の

様
子
に
つ
い
て
聞
き
ま
し
た
。

　
「
駅
前
だ
と
い
う
の
に
空
き

店
舗
ば
か
り
で
、
こ
の
ま
ま
で

は
寂
し
す
ぎ
る
」「
30
年
ほ
ど

前
の
商
店
街
は
店
が
い
っ
ぱ
い

で
賑
わ
っ
て
い
た
の
に
ね
ぇ
」。

昔
を
懐
か
し
み
、
現
状
を
嘆
く

声
が
た
く
さ
ん
聞
か
れ
ま
し

た
。「
車
に
乗
ら
な
い
か
ら
買

い
物
が
大
変
で
す
」
と
い
う
人

も
い
ま
し
た
。

　
ど
の
よ
う
に
駅
前
や
商
店
街

の
賑
わ
い
を
取
り
戻
す
か
が
、

こ
れ
か
ら
の
課
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。

絵手紙教室のみなさん
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収入名 予算額 収入済額 収入割合

市 税　 59 億 5,169 万円 39 億 5,602 万円 66.5%

地 方 交 付 税 57 億             円 36 億 8,035 万円 64.6%

国 庫 支 出 金　 39 億 4,238 万円 17 億 2,667 万円 43.8%

市 債 24 億 2,540 万円  20 万円 0.0%

県 支 出 金　 13 億 9,949 万円 2 億 5,546 万円 18.3%

繰 入 金 11 億 9,370 万円  170 万円 0.1%

地方譲与税及び交付金 9 億 5,946 万円 6 億 6,786 万円 69.6%

使用料及び手数料 6 億 8,161 万円 2 億 4,771 万円 36.3%

諸 収 入 4 億 4,118 万円 1 億 1,884 万円 26.9%

そ の 他 3 億 6,215 万円 5 億 8,410 万円 161.3%

分担金及び負担金 2 億　217万円 1 億 2,081 万円 59.8%

合 計 232 億 5,923 万円 113 億 5,972 万円 48.8%

平成 27年度上半期

桜井市 財政状況の概要
市では、毎年「財政状況の公表」を行っています。今回は、平成 27 年度上半期（平成 27 年４月～９月）の予算の
執行状況などについてお知らせします。※表示単位未満は四捨五入していますので、値が合計等と異なる場合があ
ります。　問 財政課（ 42 ‐ 9111 内線 321・325）

一般会計

歳　入

歳　出

平成 27年度の一般会計当初予算額は 227億 7,500 万円で始まりました。
そこに、前年度から繰り越された地方創生関連事業、街路事業や市道の維持修繕事業などの費用と、当初予算編成
後の補正予算を加えると、９月 30日現在の一般会計予算額は 232億 5,923 万円となります。

0 10 20 30 40 50 60 70 80

支出名 予算現額 支出済額 支出割合

民 生 費 82 億 7,081 万円 33 億 2,537 万円 40.2%

総 務 費　 30 億 4,815 万円 9 億 1,942 万円 30.2%

公 債 費 27 億 6,610 万円 13 億 2,083 万円 47.8%

衛 生 費 23 億 4,777 万円 8 億 5,623 万円 36.5%

教 育 費 19 億 8,359 万円 6 億 3,729 万円 32.1%

諸 支 出 金 16 億 2,980 万円 0 円 0.0%

土 木 費　 11 億　723万円 2 億 7,882 万円 25.2%

消 防 費　 8 億 3,175 万円 4 億 3,945 万円 52.8%

商 工 費　 6 億   490 万円 3 億 2,499 万円 53.7%

農 林 業 費 3 億 7,686 万円  9,413 万円 25.0%

災 害 復 旧 費  4,124 万円  3,397 万円 82.4%

そ の 他  1,005 万円 0 円 0.0%

合 計　 232 億 5,924 万円 83 億 5,941 万円 35.9% 0 10 20 30 40 50 60 70 80（億円）

（億円）



5 広報わかざくら　平成27年12月号

会計名 予算額
歳入 歳出

収入済額 収入割合 支出済額 執行割合

下水道事業 18 億 7,248 万円 1 億 3,716 万円 7.3% 6 億 3,417 万円 33.9%

住宅新築資金等貸付金  9,053 万円  1,650 万円 18.2%  6,816 万円 75.3%

国民健康保険 84 億 6,396 万円 34 億 5,010 万円 40.8% 36 億 2,692 万円 42.9%

駐車場事業 1 億 7,276 万円  2,515 万円 14.6% 1 億 3,385 万円 77.5%

簡易水道事業 1 億 8,646 万円  3,387 万円 18.2%  64 万円 0.3%

介護保険 49 億 6,189 万円 17 億 5,169 万円 35.3% 19 億 7,924 万円 39.9%

後期高齢者医療 6 億 6,501 万円 2 億 1,676 万円 32.6% 2 億 1,936 万円 33.0%

合計 164 億 1,309 万円 56 億 3,123 万円 34.3% 66 億 6,234 万円 40.6%

収益的 資本的

収入 収入割合 支出 支出割合 収入 収入割合 支出 支出割合

予算額 13 億 7,036 万円
43.9%

13 億　684万円
23.4%

1 億 5,594 万円
9.6%

5 億 9,116 万円
14.5%

執行額 6 億　203万円 3 億　611万円  1,501 万円 8,572 万円

財政調整基金 11 億 5,090 万円

卑弥呼の里・桜井ふるさと基金  3,146 万円

一般会計 215 億 1,671 万円

下水道事業特別会計 115 億 9,297 万円

住宅新築資金等貸付金特別会計 1 億　847万円

駐車場事業特別会計  1,181 万円

桜井市水道事業会計 12 億 7,388 万円

土地（地積） 1,149,792㎡

建物（延面積） 243,058㎡

有価証券 357万円

出資による権利 3億 9,156 万円

基金（現金） 26億 8,815 万円

基金（土地） 2,125㎡

特別会計
特定の事業を扱う特別会計の当初予算合計は 159 億 7,605 万円で始まり、補正予算を加えて総額 164 億 1,309
万円となっています。以下ではそれぞれの会計の収入・支出の状況を表しています。

公営企業会計（水道事業）

主な基金

市債現在高 市有財産の状況
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（1）人件費の状況（普通会計決算）

区分 住民基本台帳人口
（Ｈ 26 年度末）

歳出額
(A) 実質収支 人件費

（B）
人件費率
（B / A）

H 25 年度の
人件費率（参考）

H 26 年度 59,316 人 214 億 3,008 万円 4 億 893 万円 38 億 5,972 万円 18.0％ 19.1％
※人件費には、退職金のほか、特別職・議員の給料・報酬などを含みます。
※普通会計とは一般会計の一部を除いた数値で、特別会計や上水道事業会計等は含まれません。

（2）職員給与費の状況（普通会計予算）

区分 職員数
（A）

給与費 1 人当たり給与費
（B / A）給料 職員手当 期末・勤勉手当 計　（B）

H27 年度 441 人 16 億 3,853 万円 3 億 7,102 万円 6 億 2,486 万円 26 億 3,441 万円 597 万円
※職員手当には退職手当を含みません。※給与費は当初予算に計上された額です。
※職員数は、予算作成時点での数値であり、『7職員数の状況』表中「職員数Ｈ 27年」欄の普通会計合計数とは異なります。

区分 月額 期末手当 退職手当（算定方式）

給料
市長 730,000 円（1,050,000 円）

6月期 1.40 月
12月期 1.70 月
計 3.1 月

※Ｈ26年度支給割合

給料年額×在職年数× 54/100
副市長 660,000 円（885,000 円） 給料年額×在職年数× 31.5/100

報酬

議長 618,000 円
副議長 531,000 円
議員 498,000 円

※市長は 30％、副市長は 25％の減額を行っています。（　　）内の金額は条例上の給料月額です。

（1）平均年齢、平均給料月額および平均給与月額
区分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額

一般行政職 41.1 歳 312,314 円 416,650 円
技能労務職 44.1 歳 312,862 円 367,228 円

教育職 40.1 歳 323,255 円 368,451 円
※�平均給料月額とは、Ｈ 27年 4月 1日現在における各職種ごとの
職員の基本給の平均です。

※�平均給与月額とは、給料月額と諸手当（扶養手当・地域手当・住
居手当・時間外勤務手当など）を合計したものです。

（2）初任給の状況
区分 初任給 2 年後の給料

一般
行政職

大学卒 174,200 円 187,700 円
高校卒 142,100 円 151,800 円

技能労務職 156,158 円 176,192 円

（3）経験年数別・学歴別平均給料月額の状況
区分 経験年数 10 年 経験年数 15 年 経験年数 20 年

一般
行政職

大学卒 256,400 円 299,500 円 363,200 円
高校卒 215,600 円 256,400 円 299,500 円

技能労務職 228,017 円 275,992 円 327,025 円

桜井市職員の
人事行政運営などの状況

（3）ラスパイレス指数の状況（Ｈ26年 4月1日現在）

桜井市 99.9

全国市平均 98.6

※�ラスパイレス指数とは、国家公務員の給与水準を 100
とした場合の地方公務員の給与水準を示す指数です。

区分 標準的な
職務内容

職員数
（人）

構成比
（％）

1 級 主事補・技師補 38 14.3

2 級 主事・技師 25 9.4

3 級 主任 70 26.3

4 級 主査 13 4.9

5 級 係長・主査 36 13.5

6 級 主幹 40 15.0

7 級 課長 26 9.8

8 級 部長・次長 18 6.8

1 総括

2 一般行政職の級別職員数等の状況（Ｈ27年4月1日現在）

4 特別職の報酬等の状況（Ｈ27年4月1日現在）

3 職員の平均給与月額、初任給等の状況（Ｈ27年4月1日現在）

市職員の給与や職員数などの概要を公表します。　問 人事課（ 42‐9111内線 315）
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（1）諸手当（Ｈ 26 年度決算）

手当名 支給実績 1 人当たり
平均支給年額

扶養手当
配偶者 13,000 円

それ以外 6,500 円など
4,602 万円 206,353 円

地域手当
支給率 3％ 5,407 万円 118,834 円

住居手当
支給限度額 27,000 円 2,769 万円 216,337 円

通勤手当
距離区分に応じて支給 2,618 万円 66,608 円

時間外勤務手当 1 億 2,330 万円 370,265 円

宿日直手当
日直勤務：1 回 4,200 円 51 万円 4,200 円

管理職手当
主幹級以上の職員が対象 6,104 万円 656,381 円

特殊勤務手当
手当数：15 種類 2,721 万円 110,611 円

（2）退職手当（Ｈ27 年 4月1日現在）

支給率 自己都合 勧奨・定年
勤続 20 年 20.445 月分 25.55625 月分
勤続 25 年 29.145 月分 34.5825 月分
勤続 35 年 41.325 月分 49.59 月分
最高限度額 49.59 月分 49.59 月分
その他の
加算措置

定年前早期退職特例措置
（２～ 30％加算）

1 人当たり
平均支給額 665 万円 2,400 万円

※�退職手当の１人当たり平均支給額は、前年度に退職した全職
種に係る職員に支給された退職手当の平均額です。

（3）期末手当・勤勉手当（Ｈ26年度）
1 人当たり平均支給年額 141 万円

期末手当 2.60 月分
勤勉手当 1.5 月分

※職制上の段階、職務の級等による加算措置あり

・�分限処分（心身の故障などにより職務を果たせない場合、
公務能率の維持を図るための処分）…休職 11人
・�懲戒処分（公務員としてふさわしくない非行があった場
合、道義的責任を追及する処分）…０人

（1）部門別職員数の状況（各年 4月1日現在）
区分 職員数（人） 対前年

増減数部門 H26 年 H27 年

一
般
行
政
部
門

議会 4 4 0
総務 70 74 4
税務 25 25 0
農水 11 12 1
商工 15 15 0
土木 35 35 0
民生 121 122 1
衛生 84 82 △ 2
小計 365 369 4

特別行政部門
（教育） 60 59 △ 1

普通会計 計 425 428 3

公
営
企
業
等

会
計
部
門

水道 15 14 △ 1
下水道 11 11 0
その他 22 21 △ 1
小計 48 46 △ 2

合計 473 474 1

（単位：人）

（単位：人）

7‐（2）年齢別職員構成の状況（Ｈ27 年 4月1日現在）

区分 20 歳
未満

20 歳～
23 歳

24 歳～
27 歳

28 歳～
31 歳

32 歳～
35 歳

36 歳～
39 歳

40 歳～
43 歳

44 歳～
47 歳

48 歳～
51 歳

52 歳～
55 歳

56 歳～
59 歳

60 歳
以上 計

職員数
（人） 1 30 41 48 47 64 60 40 32 50 58 3 474

7‐（3）職員数の推移（各年 4月1日現在）

年度
部門別

H22年 H23年 H24年 H25年 H26年 H27年 過去５年間
の増減数（率）

一般行政 379 380 368 365 365 369 △ 10(97.4%)
教育 79 76 76 74 61 59 △ 20(74.7%)

普通会計 計 458 456 444 439 426 428 △ 30(93.4%)
公営企業等会計 計 47 49 51 49 48 46 △　1(97.9%)

総合計 505 505 495 488 474 474 △ 31(93.9%)

※詳しくは、市ホームページに掲載しています。

（単位：人）

5 職員の手当の状況

6 職員の分限処分と懲戒処分の状況（Ｈ26年度）	

7 職員数の状況
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第
41
回 
大
和
さ
く
ら
い
万
葉
ま
つ
り

10
月
18
日（
日
）
桜
井
市
民
会
館
お
よ
び
そ
の
周
辺

今
年
の
万
葉
ま
つ
り
は
、
場
所
を
新
た
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
て

開
催
し
、
約
１
万
人
が
訪
れ
ま
し
た
。
う
ま
い
も
ん
が
並
ん
だ

現
代
版
海つ

ば

い

ち

石
榴
市
や
巨
大
な
流
し
そ
う
め
ん
に
は
多
く
の
人
の

笑
顔
が
集
ま
り
、
熱
い
ス
テ
ー
ジ
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
天
候
悪
化
に
よ
り

途
中
で
中
止
に
な
っ
た
昨
年
の
大

和
さ
く
ら
い
万
葉
ま
つ
り
の
無
念

を
晴
ら
す
か
の
よ
う
な
秋
晴
れ
の

１
日
。「
流
し
そ
う
め
ん
が
楽
し
か
っ

た
！
」「
市
民
会
館
で
見
た
ダ
ン
ス

が
か
っ
こ
よ
か
っ
た
」
と
嬉
し
そ

う
な
声
が
た
く
さ
ん
聞
け
ま
し
た
。

　

ま
つ
り
の
最
後
に
は
、
芝
生
に

並
ん
だ
多
く
の
灯
ろ
う
が
み
な
さ

ん
を
お
見
送
り
。
竹
の
オ
ブ
ジ
ェ

が
幻
想
的
に
闇
に
浮
か
び
ま
し
た
。

➊ちびっこひみこちゃんによるかわいい司会。 ➋あまゆーずのステージ。 ➌圧倒的な存在感を
放つ竹の巨大オブジェ。 ➍おいしい匂いが漂ってくる海石榴市。 ➎桜井南小学校金管バンドク
ラブの演奏。 ➏おいしいものをたくさん食べて、この笑顔。 ➐芝生のまわりでは盆踊り。 ➑関
西京都今村組の力強いダンス。 ➒大行列ができるほど盛況だった桜井の特産品・流しそうめん。 
➓ヒノキのボールプールは子どもたちに大人気。 暗くなり、芝生の上には灯かりが揺らめいた。

➓

➑➒
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団体１位
玉入れ 安 倍 68
二人三脚 ① 朝 倉 2'03"8
二人三脚 ② 初 瀬 2'24"6
足並みそろえて ① 桜井西 4'50"4
足並みそろえて ② 初 瀬 5'33"4
ジャンボバトンリレー ① 桜井南 1'15"2
ジャンボバトンリレー ② 初 瀬 1'13"5
人生いろいろ ① 大 福 2'42"4
人生いろいろ ② 城 島 2'44"6
みんなでジャンプ 初 瀬 159
それいけラガーマン 初 瀬 2'45"0
デカパンリレー ① 桜 井 3'02"5
デカパンリレー ② 初 瀬 3'00"6
スウェーデンリレー ① 朝 倉 2'23"6
スウェーデンリレー ② 三 輪 2'22"3
宝はこび ① 桜 井 2'51"7
宝はこび ② 三 輪 3'09"7
400mリレー混合（中学生） 纒 向 56"0
400mリレー（一般男子①） 初 瀬 56"1
400mリレー（一般男子②） 朝 倉 56"3
400mリレー（一般女子①） 安 倍 1'07"3
400mリレー（一般女子②） 桜 井 1'06"9
400mリレー混合（18歳以上①） 桜井西 58"9
400mリレー混合（18歳以上②） 桜 井 57"0
綱引き① 纒 向
綱引き② 初 瀬
綱引き③ 織 田

個人１位

80m鉄人レース�
（4年以下男子）

南 﨑 壽 伸 朝 倉 45"8
堂間蓮太郎 三 輪 47"1
狩 田 滉 介 纒 向 39"6
森 脇 昌 哉 桜井西 45"9

80m鉄人レース�
（4年以下女子）

森 下 妃 優 大 福 41"2
丸 西  遼 纒 向 48"1
玉 川 莉 子 大 福 41"4
大 上 あ い 朝 倉 55"5

100m（6年男子） 古 井 大 貴 桜井南 13"7
100m（5年男子） 奥 谷 拓 征 城 島 14"8
100m（6年女子） 上田なつみ 安 倍 15"3
100m（5年女子） 今 橋 唯 衣 安 倍 15"7
60m（4年以下男子） 澤 井 暖 和 大 福 9"2
60m（4年以下女子） 尾 上 琴 子 桜井南 10"1
1500 ｍ 中 尾 大 風 安 倍 4'34"9
80 ｍ（40歳以上男子） 服 部 孝 志 朝 倉 10"8
100m（18歳以上男子） 瀬 川 直 也 桜 井 11"8
100m（18歳以上女子） 小 田 紘 子 安 倍 15"3
60m（20歳以上女子） 吉 本 亜 耶 桜 井 9"5
走り幅跳び（4年以下男子） 西 本 純 真 纒 向 3m18cm
走り幅跳び（4年以下女子） 吉 川 有 紀 大 福 2m91cm
走り幅跳び（5年以上男子） 細 田 英 希 初 瀬 3m55cm
走り幅跳び（5年以上女子） 坪 井  玲 桜井西 3m10cm

第
45
回　

市
民
体
育
祭 

結
果

10
月
12
日（
月
・
祝
）
芝
運
動
公
園
運
動
場
・
総
合
体
育
館

　
　
総
合
結
果　
１
位
：
安
倍
校
区　
２
位
：
初
瀬
校
区
・
桜
井
校
区

大会新
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毎日の子育ての中で、困ったこと悩んでいることを抱
えていませんか？子育て支援コーディネーター（子

育て利用者支援専任員）が、家
庭の子育てにおける疑問や悩み
に応じて、関連する情報を提供
したり、市内でどんな子育て支
援サービスが必要かなど、みな
さんと一緒に考えていきます。
気軽に相談してください。

▽ �対象　市内在住で、０歳～小学校就学前までの子ども
を育てている家庭の人、現在妊娠中の人

▽ �場所　つどいの広場（大字西之宮 211‐ 1桜井西ふ
れあいセンター分館内）

▽ �相談開催日時　月・水・金曜日の午前９時～午後３時
　（祝日・年末年始・その他休業日を除く）
※�事前に電話などで予約するとお待たせせずに相談に対
応できます。

▽費用　無料

子育て利用者支援事業
「あなたの子育て応援します！」

問　つどいの広場（ 43 ‐ 9112 担当：米野・谷川）

平成28年度の学童保育所入所申請を次のとおり受付
します。現在入所している人も、新たに申請が必要

です。

▽期間　12月１日（火）～ 22日（火）（土 ･日除く）
　　　　午前９時～午後５時
※ただし、22日（火）のみ、午後７時まで受付します。

▽場所　児童福祉課（西分庁舎）

▽対象　新１～３年生の児童
詳しくは、小学校（桜井小除く）を通じて配布する入所
案内をご覧ください。
※�新１年生については、就学前検診の案内文書に同封し
て通知しています。

◆新４年生以上の申込について◆
定員に余裕のある学童保育所のみ、申請締切後に小学校
を通じて入所案内を配布します。

学童保育所の入所申請を
受け付けます

問　児童福祉課こども福祉係（ 42 ‐ 9111 内線 281）

相談 募集

Sakurai Information ＋
プラス

個人住民税の特別徴収による納付
の推進に取り組んでいます

問　税務課市民税係（ 42 ‐ 9111 内線 541・542）

特別徴収とは　給与支払者（事業者）が、所得税の源泉徴収と同様に、毎月の従業員等の給与から個人住民税を差し引いて、
市に納入する制度です。常時雇用が 10人未満の事業所は、申請により年 12回の納付が 2回になる特例制度もあります。

お知らせ

市
区
町
村

事
業
者

従
業
員
等

所得税の源泉徴収義務がある事業者は、特別徴収義
務者として指定され、パート・アルバイト、専従者、

役員を含むすべての従業員の個人住民税を特別徴収し
ていただくこととなります。事業者や従業員の意思に
よる徴収方法の選択はできません。また、給与支払者
には、すべての従業員の給与支払報告書を市区町村に
提出することが義務付けられています。（退職者で総支
給額が 30万円以下の場合は提出が義務付けられていま
せんが、公正な所得把握のため提出のご協力をお願い
します。）
　特別徴収（給与天引き）の対象者とは、平成 27年 1

月 1日～ 12月 31 日に課税対象所得があり、平成 28
年 4月 1日現在において、給与の支払いを受けている
人のことです。
　また、税額決定通知書等は、事業所を通じて渡され
ることとなります。
　退職者など特段の理由がある場合には、普通徴収が
認められます。なお、次の理由に該当する場合には別
途切り替え手続きが必要です。
◆給与支払のない月がある　
◆給与の支払形態が日払いのため天引きできない
◆他の事業所で特別徴収している

奈良県全体で、個人住民税の特別徴収義務の履行を徹底するよ
う取り組んでいます。給与支払者（事業者）のみなさまは、法
令に基づく適正な特別徴収の実施にご協力をお願いします。

※�マイナンバーの記載は、平成 29 年度（28 年分）
から必要となります。

特別徴収税額の通知
（5 月 31 日まで）

税額の徴収 （給与天引き）
（６月～翌年 5 月支給分まで）

給与支払報告書※の提出
（1 月 31 日まで）

税額の納入
（翌月 10 日まで）

特別徴収税額の通知
（5 月 31 日まで）（

桜
井
市
）

（
特
別
徴
収
義
務
者
）

（
納
税
義
務
者
）

②
特
別
徴
収
税
額
の
計
算

①

③

⑥

④

⑤
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10月上旬に、過去３年間で特定健康診査を１度も利用していない人に、「至急！ご確認ください」
というタイトルのハガキを送付しました。その中に書か
れている「国保税（保険料）が増額される可能性があり
ます」という１文について、問い合わせを受けています。
　この１文は、健診を利用していない人のみが、増額さ
れる対象となる訳ではなく、健診の受診率が低い保険者
（桜井市）に、国からペナルティが課せられることにより、
桜井市の国保税が上がる恐れがあるという意味です。受
診率向上のため、１人でも多くの人に特定健診を利用し
ていただくよう、ご理解とご協力をお願いします。

毎年の特定健診はこんなにお得！
・脳梗塞や心筋梗塞などの“病気の芽”が早く見つかる
・気になることは専門スタッフに“無料で相談”ができる
・病気を予防して将来の“医療費を節約”できる

10 月に送付した特定健康診査の
勧奨ハガキについて

問　保険医療課給付係（ 42 ‐ 9111 内線 526・527）

桜井市国民健康保険に加入中の
みなさんへ

問　保険医療課給付係（ 42 ‐ 9111 内線 526・527）

確定申告のその前に…
高額療養費の申請は済んでいますか？

月の１日から末日までの医療費の自己負担額（保険外
治療等を除く）が高額になったとき、申請して認め

られると自己負担限度額を超えた分が高額療養費として
支給されます。
◎�高額療養費の申請には病院の領収書が必要です。領収
書のコピーでの申請は受付できませんので、確定申告
の医療費控除に領収書を提出する人は、提出前に申請
してください。

▽ �持ち物　国民健康保険証、認印、世帯主名義の通帳、
病院の領収書

※�桜井市国保以外の健康保険に加入中の人は､ 診療月に
加入している健康
保険に問い合わせ
てください。

お知らせ お知らせ

マイナンバーの通知カードが
届いたら

問　桜井市ナビダイヤル（ 0570 ‐ 078 ‐ 391）

通知カードは、行政機関等であなたの個人番号（マイ
ナンバー）の提示を求められた際に必要となります。

失くしたり汚したりしないよう、大切に保管してくださ
い。カードに書かれている内容に誤りや変更がある場合
は、市民課へ連絡してください。また、今後、住所や氏
名の変更届出をする際は、通知カードも一緒に持参して
ください。

個人番号カードの申請方法（カードの申請は任意です）
①申請時、市役所に行く場合
・必ず本人が
　　通知カード　
　　個人番号カード交付申請書　
　　顔写真 (4.5cm× 3.5cm)
　　本人確認書類※　
　　住民基本台帳カード（ある人のみ）
　を持って、市民課へ来てください。
・�本人確認の後、暗証番号 2種類（数字 4桁と英数字 6
～ 16桁）を設定。
�・�来年 1月以降、カードができ上がりしだい、本人限定
受取郵便で送ります。

②交付時、市役所に行く場合
・�郵便やパソコン・スマートフォンで申請（詳しくは、
通知カードに同封の説明書をご覧ください）。
・�来年 1月以降、カードができ上がったら、市民課の窓
口で本人確認した後、暗証番号を設定したうえで、カー
ドをお渡しします。

※�本人確認書類について、運転免許証、パスポートなど、
公的機関発行で顔写真のある書類は１点。各種年金証
書、健康保険証、在学証明や社員証など顔写真のない
ものは２点必要です。

通知カード、個人番号カードに関することや、その他マ
イナンバー制度について詳しく知りたい場合は
・マイナンバー総合フリーダイヤル

0120‐ 95‐ 0178（音声ガイダンス）
・全国共通ナビダイヤル
　 0570‐ 20‐ 0178
※�どちらも平日 9：30 ～ 22：00・土日祝 9：30 ～
17：30（12月 31日～ 1月 3日を除く）

お知らせ

｛

マイナちゃん



議会だより

12広報わかざくら　平成27年12月号

さくらい

市議会だより

平成 27 年 12 月 1 日発行
‐ № 176 ‐

市民とともに、より開かれた議会をめざして

平成 27 年
９月定例会

一
般
会
計
及
び
各
特
別
会
計
決
算
を
認
定

（
一
般
会
計
は
５
億
５
、１
３
０
万
５
、２
７
３
円
の
単
年
度
黒
字
）

議
会
審
議
の
あ
ら
ま
し

　
９
月
定
例
会
に
お
け
る
本
会
議

で
の
審
議
の
概
要
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

ま
ず
、
９
月
２
日
に
開
会
し
、

市
長
よ
り
提
出
議
案
の
理
由
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。

　

次
に
、
８・
９
日
の
本
会
議
に

お
い
て
別
記
の
と
お
り
熱
の
こ

も
っ
た
一
般
質
問
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
続
い
て
10
日
に
議
案
審
議
が
あ

り
、
報
告
案
件
３
件
は
全
員
異
議

な
く
承
認
等
さ
れ
、
議
案
第
33
号

か
ら
第
39
号
に
つ
い
て
は
、
委
員

会
付
託
を
省
略
し
て
審
議
の
結

果
、
全
員
一
致
で
原
案
ど
お
り
可

決
さ
れ
ま
し
た
。　
　

　
認
第
１
号
か
ら
第
９
号
ま
で
の

平
成
26
年
度
各
会
計
決
算
認
定
に

つ
い
て
は
、
８
名
か
ら
な
る
決
算

特
別
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、
こ
れ

に
付
託
さ
れ
ま
し
た
。
議
案
第
40

号
か
ら
第
62
号
に
つ
い
て
は
産
業

建
設
委
員
会
に
付
託
さ
れ
ま
し

た
。

　
次
に
、
24
日
に
本
会
議
が
再
開

さ
れ
、
決
算
特
別
委
員
会
、
産
業

建
設
委
員
会
か
ら
審
査
報
告
が
あ

り
、
討
論
の
あ
と
採
決
さ
れ
、
審

査
報
告
ど
お
り
認
定
、
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

　
ま
た
、
市
長
よ
り
人
事
案
件
１

件
の
追
加
提
出
が
あ
り
全
員
異
議

な
く
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

以
上
、
付
議
さ
れ
ま
し
た
案
件
の

審
議
は
す
べ
て
終
了
し
、
同
日
を

も
っ
て
閉
会
致
し
ま
し
た
。　

　
　
　
　
　

▽�

安
全
保
障
関
連
法
案
反
対
の
意

見
表
明
を
求
め
る
陳
情

ト
ピ
ッ
ク
ス

議
会
報
告
会
を
開
催
し
ま
す

 

桜
井
市
議
会
は
、
平
成
26
年
４

月
に
制
定
し
た
議
会
基
本
条
例
に

の
っ
と
り
、
市
議
会
の
公
開
性
を

高
め
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
議
会
を

身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
き
、
議
会

の
活
動
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た

め
、本
年
度
も
下
記
の
と
お
り「
議

会
報
告
会
」を
開
催
い
た
し
ま
す
。

　
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

  

要  

望
・
陳  

情 

平成 27年度桜井市議会報告会 開催のお知らせ

▽日時　平成 28年 1月 30日 ( 土 ) 午後 1時 30分～ 3時

▽会場　市役所 2階大会議室

▽内容　①平成 27年 9月定例会等の報告
　　　　②意見交換会
※�事前申込みはいりません。気軽に参加してください。
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議案番号 件　　名 概　　　要 議決結果

報第 12 号
専決処分の報告、承認を求めるこ
とについて ( 損害賠償の額を定め
ることについて )

損害賠償の額を定めることについて 承　認

報第 13号 平成 26 年度各基金の運用状況を
示す書類の提出について

用品調達基金、土地開発基金、水洗便所改造資金
貸付基金および国民健康保険高額療養費貸付基金
の各運用状況を示す書類の提出

提　出

報第 14号
平成 26 年度決算に基づく桜井市
健全化判断比率および資金不足比
率の報告について

地方公共団体の財産の健全化に関する法律の規定
による報告
平成 26年度実質公債費比率 9.6（改善）
平成 26年度将来負担比率 88.1（改善）

報　告

認第 1号
( 決算特別委員会 )

平成 26 年度桜井市一般会計歳入
歳出決算認定について

歳入決算額 22,019,769,663 円（翌年繰越分含
む）
歳出決算額 21,468,464,390 円

認　定
（賛成多数）
※賛否は別表

認第 2・3号
( 決算特別委員会 )

平成 26 年度桜井市各特別会計歳
入歳出決算認定について 下水道事業、住宅新築資金等貸付金 認　定

（賛成全員）

認第 4号
( 決算特別委員会 )

平成 26 年度桜井市各特別会計歳
入歳出決算認定について 国民健康保険

認　定
（賛成多数）
※賛否は別表

認第 5～ 9号
( 決算特別委員会 )

平成 26 年度桜井市各特別会計歳
入歳出決算認定について

駐車場事業、簡易水道事業、介護保険、後期高齢
者医療、水道事業

認　定
（賛成全員）

議案第 33号 平成 27 年度桜井市一般会計補正
予算（第 2号）

補正額　125,250,000 円
道路維持費で JR桜井線貯木場踏切における市道
拡幅のための用地購入費および家屋等移転補償費
の追加所要額等

可　決
（賛成全員）

議案第 34 号 平成 27年度桜井市国民健康保険特
別会計補正予算（第 1号）

補正額　258,860,000 円
財政調整基金積立金

可　決
（賛成全員）

議案第 35号 平成 27 年度桜井市介護保険特別
会計補正予算（第 1号）

補正額　19,286,000 円
平成 26年度介護給付費負担金の精算に伴う国庫
負担金等の返還金

可　決
（賛成全員）

議案第 36号 桜井市個人情報保護条例の
一部改正について

行政手続における特定の個人を識別するための番
号の利用等に関する法律（番号法）の施行に伴い、
新たに特定個人情報について規定を加える。

可　決
（賛成全員）

議案第 37号
桜井市職員の再任用に関する条例
および桜井市職員の退職手当に関
する条例の一部改正について

被用者年金制度の一元化等を図るための厚生年金
保険法等の一部を改正する法律の施行に伴う一部
改正について

可　決
（賛成全員）

議案第 38号 桜井市税条例等の一部改正につい
て 地方税法の改正、番号法の施行に伴う改正 可　決

（賛成全員）

議案第 39号 桜井市手数料条例の一部改正につ
いて 番号法の施行に伴う改正 可　決

（賛成全員）

議案第 40号
（産業建設委員会）

桜井市の地区計画の区域内におけ
る建築物の制限に関する条例の一
部改正について

建築物を建築する際の最低敷地面積の特例につい
て規定

可　決
（賛成全員）

議案第 41～ 58号
（産業建設委員会） 市道路線の認定について

道路法第 8条第 1項の規定に基づき市道路線を認
定することについて、同条第 2項の規定により、議
会の議決を求めるもの。

可　決
（賛成全員）

議案第 59号
（産業建設委員会） 市道路線の変更について

道路法第 10条第 2項の規定に基づき市道路線を変
更することについて、同条第 3項の規定により準用
する同法第 8条第 2項の規定により、議会の議決
を求めるもの。

可　決
（賛成全員）

議案第 60号
（産業建設委員会） 工事請負契約の締結について

【工事名】桜井総合庁舎耐震化および大規模改修
工事【契約方法】一般競争入札（総合評価落札方
式）【開札日】平成 27年 7月 31日【契約金額】
680,400,000 円（消費税含む）【契約の相手方】
中和・中尾特定建設工事　共同企業体

可　決
（賛成全員）

議決結果

13 広報わかざくら　平成27年12月号
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決
算
特
別
委
員
会（
８
名
で
構
成
）

委
員
長　
　
西　
　
　
忠　
吉

副
委
員
長　
　
大　
西　
　
　
亘

委

員　
　
金　
山　
成　
樹

　

 

〃　
　

  　
井　
戸　
良　
美

　

 

〃　
　

  　
吉　
田　
忠　
雄

　

 

〃　
　

  　
土　
家　
靖　
起

　

 

〃　
　

  　
東　
　
　
俊　
克

　

 

〃　
　

  　
工　
藤　
行　
義

　
　
本
庁
舎
や
分
庁
舎
が
手
狭
に

な
っ
て
き
て
い
る
。
市
の
機
能
の

一
部
を
エ
ル
ト
桜
井
に
移
転
し
、

エ
ル
ト
の
有
効
活
用
と
再
配
置
を

図
っ
て
は
ど
う
か
。

答　
エ
ル
ト
桜
井
か
ら
ま
ね
き
屋

も
撤
退
し
た
。
立
地
適
正
化
計
画

を
立
て
、
地
方
創
生
を
活
用
す
る

こ
と
で
一
刻
も
早
く
、
桜
井
駅
前

に
、
に
ぎ
わ
い
を
持
っ
て
い
き
た

い
と
考
え
る
。

　
　
職
員
の
仕
事
に
対
す
る
熱
意

や
仕
事
量
に
大
き
な
差
が
あ
る
と

聞
く
。
一
部
の
職
員
が
過
重
労
働

を
行
い
、
頑
張
っ
て
い
る
状
況
で

良
し
と
す
る
考
え
か
。

答　
職
員
一
同
、
全
員
が
頑
張
っ

て
い
る
と
信
じ
て
い
る
。
常
に
全

職
員
が
緊
張
感
を
も
っ
て
勤
務
す

る
よ
う
体
制
を
整
え
た
い
。

　
　
平
成
28
年
４
月
か
ら
現
業
職

員
も
含
め
た
全
て
の
職
員
に
人
事

評
価
を
導
入
す
る
な
ら
、
早
急
に

研
修
を
行
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　
現
在
、
平
成
28
年
４
月
の
実

施
に
向
け
、
研
修
も
含
め
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
組
ん
で
い
る
。

　
　
市
長
は
、
平
成
27
年
４
月
の

異
動
に
あ
た
り
、
職
員
か
ら
提
出

さ
れ
た
配
置
や
異
動
等
の
希
望
調

書
に
目
を
通
せ
て
い
る
か
。

答　
異
動
の
希
望
等
は
人
事
課
よ

り
報
告
を
受
け
て
い
る
が
、配
置
、

異
動
の
希
望
調
書
に
つ
い
て
は
、

す
べ
て
に
目
を
通
す
に
は
至
っ
て

い
な
い
。

　
　
市
長
の
答
弁
に
は
、「
国
や
県

に
準
じ
て
」
あ
る
い
は
、「
市
独
自

で
も
」
ま
た
、「
国
や
県
の
動
向
を

見
て
」
と
い
う
よ
う
に
、
一
貫
性

が
な
い
と
感
じ
る
が
ど
う
か
。

答　
12
市
の
先
頭
に
立
ち
頑
張
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
る
が
、
も
う

少
し
精
査
が
必
要
と
考
え
る
事
業

も
あ
る
。
改
め
る
べ
き
と
こ
ろ
は

改
め
て
い
く
が
、
ど
の
事
業
に
お

い
て
も
一
貫
性
は
持
っ
て
臨
み
た

い
と
考
え
て
い
る
。

議案番号 件　　名 概　　　要 議決結果

議案第 61号
（産業建設委員会） 工事請負契約の締結について

【工事名】簡易水道統合施設整備工事１工区【契
約方法】一般競争入札（総合評価落札方式）
【開札日】平成 27 年 8 月 13 日【契約金額】
251,879,760 円（消費税含む）【契約の相手方】
井前・藤井特定建設工事　共同企業体

可　決
（賛成全員）

議案第 62号
（産業建設委員会） 工事請負契約の締結について

【工事名】簡易水道統合施設整備工事２工区【契
約方法】一般競争入札（総合評価落札方式）
【開札日】平成 27 年 8 月 13 日【契約金額】
172,491,120 円（消費税含む）【契約の相手方】
井前・藤井特定建設工事　共同企業体

可　決
（賛成全員）

発議案第 4号
地方創生に係る新型交付金等の財
源確保を求める意見書の提出につ
いて

提出先　内閣総理大臣　財務大臣
　　　　総務大臣　　　地方創生担当大臣

可　決
（賛成全員）

発議案第 5号
ICT 利活用による地域活性化とふる
さとテレワークの推進を求める意見
書の提出について

提出先　内閣総理大臣　総務大臣
　　　　厚生労働大臣　経済産業大臣
　　　　地方創生担当大臣

可　決
（賛成全員）

発議案第 6号 議員派遣の件について 行政視察　産業建設委員会所属議員
　　　　　文教厚生委員会　　〃

可　決
（賛成全員）

諮　第 1号 人権擁護委員候補者の推薦につい
て 大字上之宮　植松　ミサヱ　氏 承　認

（賛成全員）

高
谷
二
三
男
○
○

札
辻　

輝
已
○
○

工
藤　

行
義
○
○

東
　

俊

克
○
○

土
家　

靖
起
○
○

岡
田　

光
司
○
○

吉
田　

忠
雄
×
×

藤
井　

孝
博

議
長

西
　

忠

吉
○
○

我

妻
　

力
○
○

阪

口
　

豊
○
○

工
藤　

将
之
○
○

大

西
　

亘
○
○

井
戸　

良
美
○
○

金
山　

成
樹
○
○

大
園　

光
昭
○
○

議 員

議 案

認 第 １ 号
認 第 ４ 号

各議員の賛否　（賛成 ･･･ 〇　反対 ･･･ ×　棄権 ･･･ △　欠席 ･･･ －）　※議長は表決に加わりません

決
算
特
別
委
員
会
の

審
査
概
要

９
月
定
例
会
で
は
、
決
算
特

別
委
員
会
が
設
置
さ
れ
ま
し

た
が
、
そ
の
中
の
一
般
会
計

決
算
認
定
の
審
査
の
一
部
に

つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

問�� 問�� 問��

問�� 問��
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新
公
会
計
制
度
を
導
入
す

る
に
あ
た
っ
て
の
今
後
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
。
担
当
者
の
負
担
が

増
え
る
こ
と
に
な
る
が
、
日
々
仕

訳
を
す
る
こ
と
で
、
現
在
執
行
中

の
予
算
の
見
え
る
化
も
図
れ
る
。

研
修
会
を
進
め
る
考
え
は
。

答　

国
が
示
す
統
一
基
準
に
向

け
、
順
次
整
備
し
、
充
実
が
図
れ

る
よ
う
努
力
し
た
い
。

常
任
委
員
会
の
審
査
か
ら

産
業
建
設
委
員
会

（
付
託
案
件
23
件
）

桜
井
市
地
区
計
画
の
区
域
内
に
お

け
る
建
築
物
の
制
限
に
つ
い
て

（
抜
粋
）

　
　
今
回
の
趣
旨
は
。
仮
に
現
在

の
商
業
施
設
が
撤
退
等
し
た
場
合

や
既
に
現
行
の
条
例
に
基
づ
き
、

進
出
し
て
い
る
企
業
へ
の
対
応

は
。

答　
最
低
面
積
の
３
千
㎡
に
変
わ

り
は
な
く
、
地
区
計
画
に
規
定
さ

れ
て
い
る
最
低
敷
地
面
積
の
算
定

方
法
に
つ
い
て
、
建
築
基
準
法
第

86
条
ほ
か
に
規
定
さ
れ
て
い
る

「
一
団
地
認
定
制
度
」
と
同
様
の

考
え
方
を
適
用
す
る
た
め
の
改
正

で
あ
る
。
仮
に
、
撤
退
と
な
っ
た

場
合
は
、
当
初
に
一
団
体
の
認
定

を
受
け
た
時
の
基
準
を
守
っ
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
、
増
築
さ
れ

る
場
合
は
、
改
め
て
一
団
体
の
認

定
を
受
け
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

る
。
条
例
制
定
後
、
概
ね
５
年
が

経
過
し
、
見
直
し
を
行
っ
た
が
、

中
和
幹
線
沿
道
の
企
業
の
張
り
付

き
状
況
も
変
わ
っ
て
お
り
、
そ
の

旨
の
理
解
を
求
め
て
い
き
た
い
。

市
道
路
線
の
認
定
18
件
に
つ
い
て

（
抜
粋
）

○�

審
議
に
先
立
ち
、
６
か
所
を
現

場
確
認
し
、
残
り
は
理
事
者
よ

り
写
真
に
よ
る
説
明
を
受
け
、

審
議
す
る
。

　
　
開
発
区
域
内
の
建
築
工
事
が

全
て
完
了
し
て
い
な
い
状
況
で
市

道
認
定
を
行
っ
た
場
合
、
今
後
の

建
築
工
事
に
伴
う
道
路
の
損
傷

は
、
ど
こ
が
補
修
す
る
の
か
。
全

て
の
建
築
が
完
了
し
て
か
ら
市
道

認
定
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う

か
。

答　
道
路
が
傷
ん
だ
原
因
が
、
そ

の
建
築
工
事
で
あ
る
と
明
確
で
あ

る
場
合
は
、
建
築
業
者
あ
る
い
は

建
築
主
に
責
任
と
修
繕
し
て
も
ら

う
こ
と
に
な
る
。
開
発
行
為
が
都

市
計
画
法
第
29
条
で
認
め
ら
れ
た

竣
工
検
査
で
計
画
通
り
完
成
し
て

い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
場
合
、

市
は
速
や
か
に
開
発
者
か
ら
寄
付

を
受
け
引
き
継
ぐ
こ
と
と
な
っ
て

い
る
。

　
　
市
道
認
定
は
、
現
在
２
年
に

１
度
だ
が
。

答　
今
後
は
デ
ジ
タ
ル
化
し
た
市

道
台
帳
の
利
活
用
を
行
い
、
年
１

回
行
え
な
い
か
検
討
を
し
て
い
き

た
い
。

議
案
第
60
号
、
工
事
請
負
契
約
の

締
結
に
つ
い
て
（
抜
粋
）

　
　
一
者
だ
け
の
入
札
で
、
成
立

す
る
の
か
。
ま
た
、
市
民
に
疑
念

を
持
た
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
検

査
室
な
ど
組
織
体
制
も
含
め
、
今

後
の
検
討
が
必
要
と
考
え
る
が
ど

う
か
。

答　

桜
井
総
合
庁
舎
の
総
合
評

価
落
札
方
式
の
入
札
参
加
要
件

は
、
公
告
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
、
公
示
し
て
お
り
、
参
加
業

者
を
未
公
表
に
て
入
札
し
、
公
表

も
開
札
後
に
行
う
こ
と
で
、
競
争

性
も
保
た
れ
る
こ
と
か
ら
成
立
す

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
内
規
な
ど

今
後
の
方
針
を
含
め
研
究
し
、
よ

り
適
切
な
対
応
を
し
て
い
き
た

い
。
従
前
か
ら
検
査
室
、
入
札
を

分
け
る
と
い
う
こ
と
は
十
分
認
識

し
て
い
る
。
現
行
の
組
織
体
制
で

は
出
来
て
い
な
い
現
状
に
あ
る

が
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
　
参
加
資
格
要
件
を
本
市
の
Ｂ

ラ
ン
ク
ま
で
広
げ
る
考
え
は
な

か
っ
た
の
か
。

答　
予
定
価
格
が
７
億
円
を
超
え

る
工
事
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
高

い
技
術
が
必
要
と
い
う
こ
と
で
、

市
内
の
Ａ
ラ
ン
ク
に
、
県
内
の
Ａ

ラ
ン
ク
を
加
え
る
こ
と
と
し
た
。

議
案
第
61
号
お
よ
び
第
62
号
、
工

事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

（
抜
粋
）

　
　
簡
易
水
道
を
統
合
す
る
こ
と

に
よ
り
水
道
料
金
は
ど
う
な
る
の

か
。

答　
統
合
に
よ
り
、
現
在
の
簡
易

水
道
料
金
と
比
較
し
て
、
２
か
月

で
50
㎥
使
用
し
た
場
合
、
約
２
、

５
０
０
円
程
度
下
が
る
と
試
算
し

て
い
る
。
ま
た
、
簡
易
水
道
の
統

合
に
よ
る
現
行
の
水
道
料
金
へ
の

影
響
は
な
い
と
考
え
る
。

　
　

議
案
第
61
号
と
第
62
号
を
、

一
工
区
発
注
と
し
な
か
っ
た
の
は

何
故
か
。
工
事
の
効
率
や
地
元
の

業
者
を
優
先
し
て
の
こ
と
か
。

答　
二
工
区
で
の
発
注
と
な
っ
た

の
は
、
全
体
の
工
事
延
長
が
５・９

㎞
と
な
り
、
管
路
埋
設
お
よ
び
電

気
設
備
、
配
水
池
製
作
な
ど
に
日

数
を
要
す
る
た
め
、
工
期
お
よ
び

工
程
管
理
、
品
質
管
理
の
面
を
考

慮
し
た
。
ま
た
、
国
交
省
か
ら
の

工
事
の
円
滑
な
施
工
確
保
に
つ
い

て
の
通
知
文
に
、
地
域
の
建
設
業

者
の
受
注
機
会
を
図
る
た
め
、
公

共
工
事
の
効
率
的
施
工
が
期
待
で

き
る
工
事
に
つ
い
て
は
、
分
割
し

て
発
注
し
、
公
共
工
事
の
受
注
機

会
を
増
や
せ
る
よ
う
に
と
あ
る
。

　
　
二
工
区
に
お
い
て
は
、
入
札

金
額
が
同
額
で
あ
る
。
ど
の
よ
う

に
総
合
評
価
し
た
の
か
。

答　

技
術
提
案
書
の
提
出
を
求

め
、
県
中
和
土
木
計
画
調
整
課
長

と
県
技
術
管
理
課
参
事
を
外
部
評

価
委
員
と
し
て
意
見
聴
取
し
、
品

質
管
理
や
安
全
管
理
に
つ
い
て
審

査
を
行
っ
た
。

代
表
質
問
・
一
般
質
問

　
９
月
定
例
会
の
代
表
質
問
・

一
般
質
問
は
９
月
８
日
か
ら

９
日
に
行
わ
れ
、
10
人
の
議

員
が
市
政
全
般
に
わ
た
り
、

市
の
見
解
を
た
だ
し
ま
し
た
。

内
容
は
次
頁
以
降
に
掲
載
し

て
い
ま
す
。（
掲
載
は
質
問
順
）

　

一
般
質
問
や
決
算
特
別
委

員
会
等
の
会
議
録
は
、
議
会

事
務
局
や
市
立
図
書
館
等
で

も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
ま

た
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http

：

//w
w
w
.city.sakurai.

lg.jp/)

か
ら
も
次
の
よ
う
に

し
て
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

①�

桜
井
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
左
側
に
あ

る
桜
井
市
議
会
を
ク
リ
ッ

ク
②�

議
会
事
務
局
の
ペ
ー
ジ
の

下
段
左
側
の
会
議
録
検
索

を
ク
リ
ッ
ク

問��

問�� 問��

問�� 問��

問�� 問�� 問��

問��
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精
神
障
害
者
医
療
費
助
成
制
度
に
つ
い
て

　
　
県
が
昨
年
10
月
、
１
級
・
２
級
認
定

の
精
神
障
が
い
者
に
対
し
、
医
療
費
を
助

成
す
る
と
決
定
し
た
こ
と
に
伴
い
、
多
く

の
町
村
も
昨
年
10
月
よ
り
同
様
に
助
成
対

象
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
。
12
市
の
足
並

み
を
揃
え
る
と
し
て
、
ま
ず
は
１
級
か
ら

開
始
し
て
い
る
本
市
だ
が
、
生
駒
市
は
平

成
28
年
４
月
よ
り
２
級
ま
で
拡
大
す
る
と

聞
く
。
現
在
の
考
え
は
ど
う
か
。

答
（
市
長
）　

認
定
の
基
準
も
精
査
し
、

市
長
会
で
も
前
向
き
に
問
題
の
解
決
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
早
急
に
精
神
障
害
者
保

健
福
祉
手
帳
２
級
保
持
者
ま
で
助
成
で
き

る
よ
う
財
源
確
保
に
努
め
た
い
。

子
ど
も
医
療
費
助
成
制
度
の
拡
充
に
つ
い

て
　
　
地
方
創
生
の
取
り
組
み
を
進
め
る
本

市
の
総
合
戦
略
策
定
会
議
を
傍
聴
し
た

が
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
最
も
多
か
っ
た

の
は
「
安
心
し
て
子
ど
も
が
医
療
機
関
に

か
か
れ
る
」
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
素

案
の
中
に
あ
る
「
子
育
て
世
代
に
選
ば
れ

る
ま
ち
を
つ
く
る
」
に
は
、
子
ど
も
の
医

療
費
の
助
成
制
度
の
更
な
る
拡
充
が
不
可

欠
で
あ
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。
ま
た
、

窓
口
無
料
化
い
わ
ゆ
る
現
物
給
付
方
式
を

取
り
入
れ
る
べ
く
県
と
の
連
携
・
協
力
に

つ
い
て
の
考
え
は
ど
う
か
。

答
（
市
長
）　
県
の
助
成
基
準
に
沿
い
事

業
を
実
施
し
て
お
り
、
対
象
拡
大
は
有
効

な
施
策
と
は
考
え
る
が
、
本
市
の
財
政
状

況
で
は
、
市
単
独
で
は
難
し
い
。
給
付
方

法
は
、
医
療
保
険
制
度
の
基
本
的
な
枠
組

み
を
維
持
し
な
が
ら
、
事
務
手
続
き
の
煩

雑
解
消
の
観
点
か
ら
、
平
成
17
年
度
よ
り

県
下
統
一
で
自
動
償
還
払
い
と
し
た
経
緯

も
あ
り
、
子
ど
も
の
医
療
費
助
成
の
対
象

拡
大
と
併
せ
て
、
今
後
の
国
の
動
向
も
見

据
え
、
県
へ
要
望
し
て
い
き
た
い
。

若
者
の
夢
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
応
援
に
つ
い

て
　
　
学
生
を
中
心
に
若
者
が
将
来
の
夢
を

実
現
す
る
た
め
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
に
対
し
、

助
成
金
を
支
給
す
る
な
ど
の
取
り
組
み
を

行
う
自
治
体
が
増
え
つ
つ
あ
る
。
本
市
の

現
状
と
考
え
は
ど
う
か
。

答
（
市
長
）　
現
在
、
若
者
の
チ
ャ
レ
ン

ジ
を
応
援
す
る
趣
旨
の
助
成
金
等
の
制
度

は
設
け
て
い
な
い
が
、
地
方
創
生
に
お
け

る
重
要
な
課
題
と
考
え
る
。
各
市
の
事
例

を
参
考
に
本
市
に
と
っ
て
一
番
合
う
も
の

を
検
討
し
、
制
度
化
し
て
い
き
た
い
。

問��

問��

問��
改修が進む子育て支援の拠点

（旧桜井総合庁舎）
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桜
井
駅
前
の
ス
ー
パ
ー
が
撤
退
し
た
こ
と

に
よ
る
市
民
生
活
へ
の
影
響
を
最
小
限
に

と
ど
め
る
た
め
の
市
の
取
組
に
つ
い
て

　
　
市
は
中
和
幹
線
沿
線
へ
の
企
業
誘
致

に
力
を
入
れ
て
い
る
が
、
並
行
し
て
、
町

の
中
心
部
に
商
業
施
設
を
残
し
、
市
民
生

活
の
利
便
性
維
持
を
図
る
べ
き
で
は
な
い

か
。
そ
の
意
味
か
ら
も
エ
ル
ト
桜
井
１
階

へ
の
支
援
策
、
本
町
通
商
店
街
の
企
業
支

援
に
つ
い
て
最
善
の
努
力
が
必
要
と
考
え

る
が
ど
う
か
。

答
（
市
長
）　
中
和
幹
線
の
商
業
施
設
誘

致
で
関
係
し
た
不
動
産
業
者
な
ど
に
も
あ

た
っ
て
い
る
が
、
条
件
等
が
合
わ
な
い
現

状
に
あ
り
、
桜
井
都
市
開
発
株
式
会
社
に

は
、
テ
ナ
ン
ト
料
や
業
種
の
幅
、
床
面
積

の
分
割
利
用
の
検
討
を
し
て
い
た
だ
い
て

い
る
。
エ
ル
ト
桜
井
の
役
割
は
大
き
く
、

立
地
適
正
化
計
画
の
策
定
に
よ
る
国
の
支

援
も
視
野
に
入
れ
、
連
携
協
定
に
よ
る
県

の
支
援
や
商
工
会
、
金
融
機
関
の
協
力
に

よ
り
店
舗
誘
致
を
図
り
た
い
。
本
町
通
に

つ
い
て
は
、
国
の
制
度
の
受
け
皿
と
な
る

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
等
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
設
立
を
働
き
掛
け
て
お
り
、
共
に
取

り
組
み
た
い
。

旧
環
境
事
業
部
の
ご
み
焼
却
施
設
の
解
体

に
つ
い
て

　
　
旧
ご
み
焼
却
施
設
は
、
手
つ
か
ず
の

ま
ま
放
置
さ
れ
て
お
り
、
防
犯
面
、
環
境

面
か
ら
も
問
題
で
あ
る
。
解
体
計
画
や
近

隣
住
民
へ
の
説
明
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

答
（
市
長
）　
こ
れ
以
上
先
送
り
で
き
る

問
題
で
は
な
く
、
平
成
30
年
度
の
解
体
に

向
け
、
地
元
住
民
に
説
明
等
行
い
た
い
。

答
（
環
境
部
長
）　
健
康
障
害
防
止
の
関

連
法
令
等
を
遵
守
し
、
周
辺
環
境
等
に
配

慮
し
て
、安
全
か
つ
確
実
な
施
工
を
行
う
。

松
井
市
政
４
年
間
の
総
括
と
し
て
の
財
政

健
全
化
と
行
財
政
改
革
に
つ
い
て

　
　
市
長
は
圧
倒
的
な
支
持
を
得
て
市
政

を
担
わ
れ
た
が
、
市
民
か
ら
は
成
果
が
見

え
な
い
と
い
う
声
を
聞
く
。
経
常
収
支
比

率
も
悪
化
し
、
単
年
度
収
支
も
赤
字
で
あ

る
中
、
県
と
の
連
携
協
定
に
よ
る
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
る
と
な
れ
ば
、
数
値
目
標
を

定
め
た
財
源
を
生
み
出
す
力
強
い
行
財
政

改
革
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答
（
市
長
）　
今
回
の
行
財
政
改
革
で
は
、

第
１
次
・
第
２
次
を
引
き
継
ぎ
、
国
・
県

の
力
を
借
り
な
が
ら
、
本
市
に
再
び
活
力

を
取
り
戻
す
と
き
と
捉
え
、
政
策
実
現
に

向
け
た
攻
め
の
姿
勢
を
打
ち
出
し
た
。

13年間放置状態の旧ごみ焼却施設

問��

問�� 問��
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桜
井
市
の
地
球
温
暖
化
対
策
つ
い
て

　
　

地
球
温
暖
化
と
は
、
二
酸
化
炭
素
、

メ
タ
ン
ガ
ス
な
ど
の
温
室
効
果
ガ
ス
濃
度

が
上
昇
す
る
こ
と
に
よ
り
、
宇
宙
空
間
へ

の
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
放
出
が
弱
ま
る
こ
と

に
よ
り
、
地
球
全
体
の
大
気
温
度
が
上
昇

す
る
こ
と
で
あ
る
。
世
界
的
に
大
き
な
被

害
を
及
ぼ
す
可
能
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

国
際
的
な
対
策
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
我

が
国
に
お
い
て
も
平
成
11
年
に
、
地
球
温

暖
化
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
が
施
行

さ
れ
、
国
、
地
方
公
共
団
体
、
事
業
者
、

国
民
の
責
務
が
明
確
化
さ
れ
た
。
本
市
も

平
成
23
年
度
か
ら
５
年
計
画
を
立
て
て
い

る
が
、
最
終
年
度
に
あ
た
る
現
在
の
進
捗

状
況
は
ど
う
か
。
こ
の
法
律
に
基
づ
き
、

毎
年
、
本
市
の
事
務
事
業
に
係
る
温
室
効

果
ガ
ス
の
排
出
量
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公

表
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
平
成
23

年
以
来
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
以
外
の
事

業
に
お
い
て
も
、
チ
ェ
ッ
ク
機
能
は
万
全

か
。
給
食
セ
ン
タ
ー
の
建
設
や
旧
総
合
庁

舎
の
改
築
等
で
は
温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減

に
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
考
え
か
。ま
た
、

来
年
度
以
降
、
計
画
の
継
続
に
つ
い
て
は

ど
う
か
。
今
後
ま
す
ま
す
温
室
効
果
ガ
ス

削
減
対
策
の
取
り
組
み
が
必
要
に
な
っ
て

く
る
と
考
え
る
が
、
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ

ム
以
外
に
、
新
し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ

ム
に
奨
励
金
等
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

答
（
市
長
）　
市
全
体
で
Ｃ
Ｏ
２
の
３
％
削

減
に
向
け
、
取
り
組
ん
で
い
る
。
環
境
問

題
は
重
要
課
題
と
認
識
し
て
お
り
、
新
エ

ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
は
、
財
政
状
況
を
見

な
が
ら
精
査
し
て
い
き
た
い
。

答
（
副
市
長
）　
公
表
の
義
務
が
あ
る
も

の
に
つ
い
て
は
、
チ
ェ
ッ
ク
機
能
の
強
化

を
図
り
、
対
応
し
て
い
く
。

答
（
環
境
部
長
）　
ご
み
質
、
ご
み
量
の

減
量
化
に
伴
い
、
焼
却
施
設
の
灯
油
使
用

量
が
増
加
し
、
平
成
26
年
度
は
目
標
達
成

に
至
っ
て
い
な
い
。
委
託
先
の
日
立
と
十

分
協
議
を
し
て
い
き
た
い
。
国
に
報
告
は

し
て
い
る
が
、
市
民
へ
の
公
表
漏
れ
で

あ
っ
た
。
早
急
に
対
応
し
た
い
。
新
た
な

公
共
施
設
の
建
設
、
改
築
等
に
つ
い
て

は
、
省
エ
ネ
型
の
建
物
の
導
入
や
建
築
廃

材
の
リ
サ
イ
ク
ル
な
ど
環
境
に
配
慮
し
て

い
く
。
桜
井
市
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計

画
は
、
平
成
27
年
度
が
最
終
年
度
に
な
る

こ
と
か
ら
、
成
果
等
を
検
証
し
、
新
た
に

平
成
29
年
度
か
ら
５
か
年
計
画
を
予
定
し

て
い
る
。

一
般
質
問　
東　
　
　
俊　
克　
議
員

高齢者総合福祉センターに取付け
られている太陽光発電システム

問��

桜
井
市
が
目
指
す
桜
井
駅
周
辺
等
の
今
後

の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

　
　
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所

の
推
計
値
に
よ
る
と
、
２
０
４
０
年
に
は

本
市
の
人
口
は
４
万
６
千
人
台
ま
で
落
ち

込
み
、
老
年
人
口
比
率
も
37
％
を
超
え
る

と
見
込
ま
れ
て
い
る
。
中
心
市
街
地
で
あ

る
桜
井
駅
周
辺
も
例
外
で
は
な
く
、
空
き

家
や
空
き
店
舗
、
さ
ら
に
は
空
き
地
が
目

立
ち
、
空
洞
化
が
進
む
中
、
先
日
示
さ
れ

た
「
桜
井
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

総
合
戦
略
」
の
素
案
で
は
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
型
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
推
進
事
業
や
中

山
間
地
に
お
け
る
小
さ
な
拠
点
の
形
成
な

ど
が
盛
り
込
ま
れ
て
お
り
、
課
題
克
服
に

向
け
た
一
つ
の
有
効
な
施
策
と
期
待
す

る
。そ
こ
で
次
の
点
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

①�

今
後
の
本
市
の
ま
ち
づ
く
り
に
お
け
る

目
指
す
べ
き
方
向
と
具
体
的
な
手
法
に

つ
い
て

②�

ス
ー
パ
ー
が
撤
退
し
、「
待
っ
た
な
し
」

の
厳
し
い
状
況
に
あ
る
桜
井
駅
南
口
の

早
期
事
業
計
画
策
定
と
事
業
着
手
の
必

要
性
に
つ
い
て

答
（
市
長
）　
①
今
後
は
、
財
政
面
及
び

経
済
面
に
お
い
て
、
持
続
可
能
な
都
市
経

営
を
行
う
必
要
が
あ
る
。
そ
れ
に
は
、
県

と
の
連
携
協
定
に
お
け
る
対
象
地
区
で
あ

る
桜
井
駅
周
辺
地
域
を
中
心
拠
点
と
し
て
、

サ
ブ
拠
点
と
す
る
三
輪
、
初
瀬
、
大
福
な

ど
と
は
鉄
道
や
バ
ス
で
結
び
、
小
さ
な
拠

点
と
す
る
中
山
間
地
と
は
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
や
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
で
結
ぶ
、
多

極
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
の
ま
ち
づ
く
り
、
コ

ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
の
実
現
が
必
要
で
あ

る
。
よ
っ
て
、
都
市
機
能
誘
導
区
域
や
居

住
誘
導
区
域
の
設
定
を
行
い
、
市
全
域
を

見
渡
し
た
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
と
位
置
付
け

る
立
地
適
正
化
計
画
を
策
定
す
る
こ
と

で
、
国
・
県
の
技
術
的
、
財
政
的
な
支
援

も
得
て
、
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
た
い
。

②
昨
年
７
月
か
ら
桜
井
駅
南
口
エ
リ
ア

（
周
辺
）
の
ま
ち
づ
く
り
検
討
会
で
課
題

解
決
に
向
け
た
検
討
が
重
ね
ら
れ
、
そ
れ

を
も
と
に
県
と
の
ま
ち
づ
く
り
連
携
協
定

に
基
づ
く
基
本
構
想
を
策
定
し
、
県
と
の

基
本
協
定
を
締
結
す
る
こ
と
で
着
実
に
進

め
た
い
。
な
お
、
立
地
適
正
化
計
画
の
策

定
に
は
２
～
３
年
程
度
の
期
間
が
必
要
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
計
画
の
経
過
措
置
（
前

倒
し
）
を
活
用
し
て
、
早
く
事
業
化
で
き

る
よ
う
、
国
や
県
と
も
協
議
を
進
め
た
い

と
考
え
る
。

エルト２階ふれあいホール
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地
方
創
生
と
地
域
の
活
性
化
に
つ
い
て

①
地
域
ブ
ラ
ン
ド
に
よ
る
活
性
化
に
つ
い
て

　
　
三
輪
そ
う
め
ん
は
、
播
州
や
島
原
の

２
倍
に
あ
た
る
１
２
０
０
年
の
歴
史
が

あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
年
商
に
お
い
て

は
、
数
分
の
一
に
留
ま
っ
て
い
る
。
そ
う

め
ん
マ
ッ
プ
の
完
成
と
地
域
ブ
ラ
ン
ド
力

の
向
上
を
図
る
な
ど
、
い
ま
一
度
全
国
的

な
シ
ェ
ア
拡
大
に
努
め
る
こ
と
が
、
地
域

の
活
性
化
に
も
繋
が
る
と
考
え
る
。
行
政

と
し
て
ど
の
よ
う
な
支
援
を
考
え
て
い
る

か
。
ま
た
、
大
神
神
社
大
鳥
居
周
辺
か
ら

北
に
向
か
っ
て
の
国
道
１
６
５
号
線
沿
い

を
そ
う
め
ん
ロ
ー
ド
と
す
る
事
業
に
つ
い

て
は
ど
う
か
。

答
（
市
長
）　
奈
良
県
三
輪
素
麺
工
業
協
同

組
合
と
三
輪
素
麺
販
売
協
議
会
、
そ
こ
に

奈
良
県
と
桜
井
市
、
さ
ら
に
地
元
金
融
機

関
が
協
力
し
、
地
域
一
丸
で
ブ
ラ
ン
ド
力

と
品
質
の
向
上
、
販
路
の
一
層
の
拡
大
を

図
る
こ
と
を
目
的
に
、
定
期
的
に
協
議
を

重
ね
、
事
業
展
開
を
行
っ
て
い
る
。
そ
う

め
ん
初
と
な
る
農
林
水
産
省
の
Ｇ
Ｉ
マ
ー

ク
の
早
期
取
得
を
は
じ
め
、
神
話
と
三
麺

の
交
流
や
赤
糸
の
小
道
の
イ
ベ
ン
ト
も
予

定
し
て
お
り
、
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
。
総
合
戦
略
に
も
位
置
付
け
た
そ

う
め
ん
ロ
ー
ド
事
業
の
実
現
に
向
け
、
県

の
各
部
に
わ
た
る
支
援
を
受
け
な
が
ら
、

自
身
が
先
頭
に
立
っ
て
頑
張
り
た
い
。

②
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
つ
い
て

　
　

市
内
２
７
２
店
舗
の
協
力
を
得
て
、

実
施
さ
れ
た
本
市
の
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券

で
あ
る
が
、
少
な
か
ら
ず
不
満
の
声
を
耳

に
す
る
。
抽
選
方
法
に
問
題
は
な
か
っ
た

か
。
他
市
で
は
、
社
会
的
弱
者
と
さ
れ
る

75
歳
以
上
の
方
や
障
が
い
の
あ
る
方
、
妊

娠
中
の
方
に
優
先
販
売
す
る
な
ど
の
配
慮

が
な
さ
れ
た
と
聞
く
。
限
度
額
や
冊
数
を

工
夫
す
る
こ
と
で
、
少
し
で
も
多
く
の
家

庭
が
当
選
す
る
よ
う
に
す
べ
き
で
あ
っ
た

と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答
（
市
長
）　
県
と
重
複
せ
ぬ
よ
う
、
早

い
発
行
と
お
得
感
を
意
識
し
、決
定
し
た
。

人
気
も
高
か
っ
た
半
面
、
外
れ
た
方
が
多

か
っ
た
こ
と
は
非
常
に
残
念
で
あ
る
。
今

後
、
こ
の
よ
う
な
機
会
が
あ
れ
ば
、
提
案

を
参
考
と
し
た
い
。

答
（
ま
ち
づ
く
り
部
長
）　
不
正
が
な
い

よ
う
、
８
名
の
市
民
立
会
い
の
も
と
、
公

開
抽
選
を
行
っ
た
。
交
換
に
来
ら
れ
な

か
っ
た
残
冊
も
先
着
順
で
販
売
し
、
３
万

冊
す
べ
て
完
売
し
た
。

松
井
市
長
の
公
約
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

　
　

市
長
１
期
目
の
最
終
年
に
あ
た
り
、

総
括
し
て
ど
う
か
。
公
約
の
核
で
あ
る

「
陽
だ
ま
り
政
策
」
は
、
市
民
が
期
待
し

て
い
る
だ
け
に
現
時
点
で
の
評
価
は
厳
し

い
。
今
後
の
取
り
組
み
は
ど
う
か
。
11
月

の
選
挙
戦
を
経
て
、
２
期
目
を
担
う
と
な

れ
ば
、
特
に
力
を
入
れ
た
い
と
考
え
る
点

は
何
か
。

答
（
市
長
）　
就
任
か
ら
３
年
間
は
、
財

政
状
況
の
改
善
が
急
務
で
あ
っ
た
。
本
年

度
は
、
公
約
の
実
現
に
向
け
、
取
り
組
み

を
進
め
て
お
り
、
成
果
は
上
が
っ
て
き
た

が
、ま
だ
ま
だ
足
り
な
い
と
感
じ
て
い
る
。

市
民
や
本
市
の
未
来
の
た
め
、
困
難
に
挑

戦
し
、
更
な
る
成
果
を
上
げ
た
い
。

消
防
団
の
運
用
に
つ
い
て

　
　
消
防
団
は
、
１
９
５
２
年
の
全
国
で

２
０
９
万
人
を
ピ
ー
ク
に
近
年
は
89
万
人

と
減
っ
て
い
る
。
機
能
別
消
防
団
や
Ｏ
Ｂ

分
団
を
活
用
す
る
考
え
は
な
い
か
。ま
た
、

消
防
団
組
織
の
再
編
成
に
つ
い
て
は
ど
う

か
。
消
防
波
無
線
が
デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ
る

こ
と
に
よ
り
、
来
年
４
月
か
ら
の
消
防
団

員
へ
の
出
動
命
令
は
万
全
か
。

答
（
市
長
）　
消
防
団
員
の
減
少
は
、
非

常
に
懸
念
し
て
い
る
。
現
在
、
消
防
団
や

消
防
署
の
Ｏ
Ｂ
に
よ
る
機
能
別
消
防
団
の

検
討
を
進
め
て
お
り
、
平
成
28
年
度
か
ら

の
導
入
を
目
指
し
た
い
。
機
動
部
と
部
の

統
廃
合
に
つ
い
て
は
、
慎
重
に
協
議
し
て

い
き
た
い
。
団
員
に
対
し
、
メ
ー
ル
や
電

話
配
信
を
行
う
中
で
、
出
動
機
動
部
名
や

地
図
情
報
を
ま
じ
え
た
出
動
要
請
等
が
行

え
る
配
信
シ
ス
テ
ム
を
今
年
度
に
構
築
す

べ
く
準
備
し
て
い
る
。

な
ら
食
と
農
の
魅
力
創
造
国
際
大
学
校
に

対
し
て
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

　
　
県
が
農
業
の
振
興
を
図
る
た
め
、
こ

れ
ま
で
の
農
業
大
学
校
に
、
食
の
担
い
手

や
高
度
な
農
業
技
術
、
農
業
経
営
セ
ン
ス

に
優
れ
た
人
材
を
育
成
す
る
学
科
の
開
設

等
を
進
め
て
い
る
が
、
本
市
は
い
か
に
周

辺
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
げ
る
考
え
か
。

周
辺
農
業
従
事
者
の
負
担
だ
け
が
増
え
る

こ
と
の
な
い
よ
う
配
慮
し
て
ほ
し
い
。

答
（
市
長
）　
オ
ー
ベ
ル
ジ
ュ
を
含
む
大
学

校
や
農
業
研
究
開
発
セ
ン
タ
ー
と
連
携
を

図
り
、
農
業
者
の
安
定
し
た
収
入
の
確
保
、

人
材
の
育
成
お
よ
び
地
域
食
材
の
ブ
ラ
ン

ド
化
な
ど
を
図
り
た
い
。
地
域
づ
く
り
に

お
い
て
は
、
周
辺
大
字
を
軸
と
し
た
協
議

会
を
設
立
し
、
と
も
に
取
り
組
み
た
い
。

一
般
質
問　
井　
戸　
良　
美　
議
員

そうめんロード事業の実現が期待
される大神神社大鳥居周辺

県の植栽景観地域に指定された
オーベルジュ周辺

問��

問��

問��

問��

問��
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一
般
質
問　
我　
妻　
　
　
力　
議
員



一
般
質
問　
金　
山　
成　
樹　
議
員

議会だより

県
と
桜
井
市
と
の
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る

連
携
協
定
に
つ
い
て

　
　
平
成
26
年
12
月
に
締
結
し
た
県
と
の

連
携
協
定
に
基
づ
く
５
地
区
の
ま
ち
づ
く

り
の
進
捗
状
況
は
ど
う
か
。
地
方
創
生
が

議
論
さ
れ
て
い
る
現
在
、
本
市
の
魅
力
を

し
っ
か
り
と
打
ち
出
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
考
え
る
が
、
５
地
区
に
共
通
し
た
コ

ン
セ
プ
ト
は
設
定
さ
れ
て
い
る
の
か
。
市

長
が
進
捗
状
況
を
随
時
、
管
理
掌
握
で
き

る
体
制
か
。
ま
た
、
５
地
区
以
外
の
地
域

に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
ビ
ジ
ョ
ン
を
持

ち
、
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
考
え
か
。

答
（
市
長
）　
「
中
和
幹
線
粟
殿
近
隣
（
医

療
・
福
祉
・
防
災
の
新
拠
点
施
設
）
周
辺

地
区
」
に
お
け
る
総
合
庁
舎
の
来
年
８
月

か
ら
の
利
活
用
を
は
じ
め
、
大
神
神
社
参

道
周
辺
、
桜
井
駅
周
辺
、
長
谷
寺
門
前
町

周
辺
、
近
鉄
大
福
駅
周
辺
地
区
と
も
に
、

基
本
構
想
の
策
定
、
基
本
協
定
の
締
結
を

地
域
住
民
と
一
体
と
な
り
、
県
と
の
連
携

の
も
と
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
本

市
に
お
い
て
は
、
各
地
域
が
豊
か
な
自
然

や
歴
史
資
源
に
恵
ま
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
こ
れ
を
最
大
限
に
活
か
し
、
全
国
で

も
他
に
な
い
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
が
で

き
る
も
の
と
考
え
る
。
各
地
域
の
担
当
課

よ
り
、
随
時
、
理
事
や
自
分
に
報
告
が
上

が
り
、
必
要
に
応
じ
て
理
事
が
担
当
部
局

に
指
示
を
行
っ
て
い
る
。
本
市
に
は
、
５

地
域
以
外
に
魅
力
あ
る
地
域
が
た
く
さ
ん

あ
る
こ
と
か
ら
、
国
が
地
方
創
生
に
力
を

入
れ
て
い
る
こ
と
を
最
大
限
に
活
用
し
、

国
や
県
の
補
助
等
、
財
源
確
保
を
行
い
、

取
り
組
み
を
進
め
た
い
。

桜
井
市
職
員
の
人
員
構
成
つ
い
て

　
　
年
間
の
残
業
代
は
、
ど
れ
程
か
。
今

年
度
末
で
19
名
の
職
員
が
退
職
す
る
と
聞

く
。
そ
れ
に
伴
い
、
再
任
用
職
員
が
制
度

導
入
以
来
、
増
え
て
い
る
よ
う
だ
が
、
行

政
や
本
人
に
と
っ
て
有
効
か
つ
効
率
的
な

運
用
が
、
な
さ
れ
て
い
る
か
。
各
部
署
の

職
員
構
成
で
は
、
再
任
用
も
含
め
、
指
揮

命
令
の
行
き
届
き
や
す
い
年
齢
ピ
ラ
ミ
ッ

ド
が
築
け
る
よ
う
留
意
願
い
た
い
。現
在
、

取
り
組
ん
で
い
る
新
し
い
人
事
制
度
と
は

ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

答
（
市
長
）　
平
成
26
年
度
の
残
業
代
は

約
１
億
２
、３
０
０
万
で
あ
っ
た
。
再
任

用
職
員
の
配
置
に
つ
い
て
は
、
改
善
の
余

地
が
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
一
層
の
効
率

化
に
努
め
た
い
。
来
年
度
か
ら
全
職
員
を

対
象
に
人
事
評
価
制
度
を
実
施
し
た
い
。

JR
高
架
化
に
よ
る
桜
井
駅
利
便
性
向
上
と

南
北
分
断
解
消
に
つ
い
て

　
　
JR
桜
井
駅
西
側
の
踏
切
は
、
慢
性
的

に
渋
滞
し
て
お
り
、
駅
の
南
側
か
ら
西
向

き
に
進
行
し
て
き
た
車
両
が
右
折
し
づ
ら

く
危
険
で
あ
る
。
県
渋
滞
対
策
協
議
会
が

公
表
し
て
い
る「
地
域
の
主
要
渋
滞
個
所
」

に
も
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、
安
心
・
安
全
で

便
利
な
通
学
・
通
勤
経
路
を
確
保
す
る
た

め
に
も
、
国
の
補
助
事
業
に
あ
る
連
続
立

体
交
差
化
（
鉄
道
で
分
断
さ
れ
て
い
る
市

街
地
の
一
体
化
に
よ
る
活
性
化
）
を
活
用

し
、
総
合
戦
略
策
定
を
契
機
に
、
JR
西
日

本
の
線
路
を
高
架
化
し
て
は
ど
う
か
。

答
（
市
長
）　
鉄
道
事
業
者
や
県
と
の
協

議
を
重
ね
る
中
で
、
平
成
６
年
度
に
南
北

の
駅
前
広
場
を
結
ぶ
歩
行
者
専
用
道
路
を

整
備
し
、
JR
駅
舎
を
橋
上
化
し
た
。
国
の

社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
を
活
用
し
た

連
続
立
体
交
差
事
業
を
実
施
す
る
に
当

た
っ
て
は
、
新
た
に
国
や
県
に
都
市
計
画

を
定
め
て
も
ら
う
必
要
が
あ
り
、
平
均
事

業
費
も
約
５
３
７
億
円
と
聞
い
て
い
る
こ

と
か
ら
緊
急
性
や
効
率
性
の
面
か
ら
も
事

業
採
択
は
極
め
て
困
難
と
考
え
る
。
駅
周

辺
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
も
現
状
の
形

態
を
生
か
し
つ
つ
進
め
た
い
。
車
両
が
右

折
す
る
際
危
険
で
あ
る
こ
と
は
承
知
し
て

お
り
、
国
道
１
６
５
号
と
の
交
差
点
改
良

等
を
県
に
要
望
し
、
国
道
１
６
９
号
の
渋

滞
解
消
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

「
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法
」
他
、
公
的

住
宅
施
設
の
推
進
つ
い
て

　
　
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法
で
は
、
住

宅
確
保
給
付
金
の
支
給
、
一
時
生
活
支
援

事
業
、
就
労
準
備
支
援
事
業
な
ど
が
支
援

提
供
さ
れ
て
い
る
が
、
平
成
27
年
３
月
付

厚
労
省
・
国
交
省
の
通
知
で
は
、
住
宅
施

策
を
含
む
関
係
制
度
と
の
連
携
が
必
要
と

記
さ
れ
て
い
る
。
居
住
支
援
協
議
会
の
設

置
に
つ
い
て
ど
う
か
。
ま
た
、
若
者
の
自

立
を
促
す
た
め
の
公
的
な
保
証
制
度
の
創

設
や
生
活
困
窮
者
に
対
応
し
た
住
宅
施
策

が
必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答
（
市
長
）　
居
住
支
援
協
議
会
は
設
置

し
て
い
な
い
が
、
民
間
不
動
産
業
者
等
と

は
連
携
を
図
っ
て
お
り
、
先
進
事
例
を
参

考
に
し
た
い
。
市
営
住
宅
は
、
平
成
24
年

に
条
例
を
改
正
し
、
単
身
者
で
も
20
歳
以

上
で
あ
れ
ば
、
50
㎡
以
下
の
住
宅
へ
の
入

居
を
可
能
と
し
た
。
公
的
な
保
証
制
度
は

現
在
な
く
、
社
会
福
祉
協
議
会
が
取
り
組

む
生
活
福
祉
資
金
の
活
用
も
可
能
と
考
え

る
が
、
今
後
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問��

問��

問��

連携協定等に基づくまちづくりを
進める桜井市

地域の主要渋滞個所にも挙げら
れている JR桜井駅西側踏切

問��
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一
般
質
問　
大　
園　
光　
昭　
議
員
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市
指
定
有
料
ご
み
袋
の
強
度
に
つ
い
て

　
　
６
月
定
例
議
会
で
強
度
を
満
た
し
て

い
な
い
ご
み
袋
の
周
知
と
お
詫
び
を
一
刻

も
早
く
す
べ
き
と
た
だ
し
た
が
、
９
月
ま

で
遅
ら
せ
た
理
由
は
何
か
。
市
民
は
事
実

を
知
ら
さ
れ
ず
に
購
入
し
て
い
た
こ
と
に

な
り
、混
乱
を
避
け
る
た
め
と
い
う
の
は
、

行
政
の
身
勝
手
な
判
断
に
過
ぎ
な
い
。
未

だ
に
店
頭
に
置
か
れ
て
い
る
が
、
チ
ェ
ッ

ク
体
制
な
ど
対
応
は
十
分
か
。

答
（
市
長
）　

各
取
扱
店
へ
の
入
れ
替
え

が
済
む
ま
で
広
報
を
控
え
た
こ
と
が
、
結

果
と
し
て
市
民
へ
の
情
報
を
遅
ら
せ
迷
惑

を
か
け
た
。
も
っ
と
早
い
時
期
に
報
告
す

べ
き
で
あ
っ
た
。
今
後
は
、
チ
ェ
ッ
ク
体

制
な
ど
万
全
な
対
応
を
と
り
た
い
。

答
（
環
境
部
長
）　
交
換
で
き
る
ご
み
袋

を
確
保
で
き
た
時
点
で
の
対
応
で
あ
っ

た
。
取
扱
店
と
回
収
作
業
の
意
思
疎
通
が

一
部
で
き
て
お
ら
ず
深
く
反
省
す
る
。

可
燃
ご
み
の
収
集
に
つ
い
て

　
　
６
月
定
例
議
会
に
お
い
て
、
全
て
の

祭
日
と
振
替
休
日
の
対
応
に
は
困
難
な
面

が
あ
る
が
、
年
間
を
通
じ
て
市
民
サ
ー
ビ

ス
に
不
公
平
感
が
生
じ
な
い
よ
う
検
討
し

て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
今
後
の
方

針
は
ど
う
か
。
近
隣
の
自
治
体
同
様
、
祭

日
や
振
替
休
日
の
ご
み
収
集
を
要
望
す
る
。

答
（
市
長
）　
７
月
の
海
の
日
に
特
別
収

集
を
行
っ
た
。
全
て
の
祝
祭
日
は
、
職
員

の
出
勤
体
制
、
人
員
配
置
等
、
施
設
全
般

の
業
務
に
波
及
す
る
こ
と
か
ら
非
常
に
困

難
で
あ
る
が
、
不
公
平
が
生
じ
ぬ
よ
う
、

10
月
以
降
も
検
討
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

市
職
員
の
超
過
勤
務
つ
い
て

　
　
定
員
管
理
計
画
に
よ
る
人
員
削
減
や

仕
事
の
複
雑
化
に
よ
り
、
職
場
に
よ
っ
て

は
、
超
過
勤
務
が
常
態
化
し
て
い
る
よ
う

だ
が
ど
う
か
。
職
員
が
心
身
と
も
に
健
康

で
働
き
甲
斐
を
持
て
る
よ
う
抑
制
策
が
必

要
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル

ス
対
策
は
で
き
て
い
る
か
。

答
（
市
長
）　
地
方
分
権
に
よ
る
権
限
移

譲
や
シ
ス
テ
ム
の
入
れ
替
え
、
災
害
警
戒

体
制
の
構
築
に
加
え
、
新
た
に
県
と
の
連

携
協
定
や
総
合
戦
略
の
策
定
等
を
こ
な
す

た
め
、
超
過
勤
務
を
行
う
現
状
が
あ
り
、

職
員
の
健
康
や
生
活
面
へ
の
悪
影
響
も
懸

念
し
て
い
る
。
所
属
長
に
は
、
ノ
ー
残
業

デ
ー
の
徹
底
、
業
務
内
容
の
確
認
な
ど
、

時
間
の
縮
減
を
通
知
し
た
。
職
員
に
は
、

産
業
医
に
よ
る
相
談
の
機
会
を
設
け
て
い

る
。

一
般
質
問　
西　
　
　
忠　
吉　
議
員

子
育
て
支
援
の
充
実
に
つ
い
て

　
　
平
成
27
年
３
月
に
策
定
し
た
桜
井
市

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
は
、
子

ど
も
の
視
点
に
立
っ
た
、切
れ
目
の
な
い
、

地
域
社
会
全
体
に
よ
る
支
援
を
基
本
的
な

視
点
に
置
き
、
子
育
て
世
帯
へ
の
支
援
や

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
計
画
的
に
進
め
る
と

な
っ
て
い
る
。
現
在
の
取
り
組
み
は
ど
う

か
。
ま
た
、
折
角
の
制
度
が
浸
透
し
て
い

な
い
と
考
え
る
が
ど
う
か
。
旧
総
合
庁
舎

を
医
療
・
福
祉
・
子
育
て
支
援
の
拠
点
と

し
た
際
に
は
、
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
化
で
市
民

が
安
心
し
て
気
軽
に
利
用
で
き
る
施
設
と

し
て
ほ
し
い
。

答
（
市
長
）　
本
年
度
、
新
た
に
フ
ァ
ミ

リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
、利
用
者
支
援
、

小
規
模
保
育
及
び
家
庭
的
保
育
の
各
事
業

を
実
施
す
る
。
子
育
て
の
理
想
的
な
支
援

体
制
の
実
現
に
向
け
邁
進
し
た
い
。

答
（
福
祉
保
健
部
長
）　
市
の
広
報
並
び

に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
保
育
所
、
幼
稚
園
な

ど
各
所
属
を
通
じ
て
周
知
を
図
り
た
い
。

学
童
保
育
所
に
つ
い
て

　
　

開
所
時
間
帯
の
延
長
や
定
員
増
な

ど
、
充
実
し
た
感
も
あ
る
が
、
待
機
児
童

も
い
る
と
聞
く
。
現
状
は
ど
う
か
。
今
後

を
見
据
え
、
指
導
員
の
増
員
、
増
設
等
を

指
定
管
理
者
と
協
議
し
て
は
ど
う
か
。
事

故
等
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に
も
桜
井
小
学

校
の
敷
地
内
に
学
童
保
育
所
を
設
置
す
る

こ
と
が
最
善
策
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答
（
市
長
）　
桜
井
小
学
校
の
児
童
は
あ

す
か
学
院
学
童
保
育
所
で
受
け
入
れ
て
い

た
だ
い
て
お
り
、
財
源
確
保
に
努
め
な
が

ら
、
早
い
時
期
に
敷
地
内
で
の
実
施
と
考

え
る
。
城
島
学
童
保
育
所
に
６
名
の
待
機

児
童
が
出
て
お
り
、
増
築
も
含
め
、
施
設

整
備
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

答
（
福
祉
保
健
部
長
）　

入
所
申
請
時
に

は
、
指
導
員
を
増
員
し
対
応
し
た
が
、
そ

の
後
の
希
望
者
は
待
機
い
た
だ
い
て
い
る
。

幼
稚
園
に
お
け
る
幼
児
保
育
つ
い
て

　
　
３
歳
児
保
育
が
、
安
倍
・
桜
井
西
幼

稚
園
で
未
実
施
な
の
は
何
故
か
。
ま
た
、

実
施
す
る
考
え
は
ど
う
か
。

答
（
教
育
長
）　
３
歳
児
保
育
に
つ
い
て

は
、
集
団
生
活
へ
の
慣
れ
、
社
会
性
の
確

保
等
、
十
分
な
成
果
が
あ
り
、
重
要
性
は

認
識
し
て
い
る
が
、
過
去
３
年
間
、
待
機

児
童
が
い
な
い
こ
と
、
少
子
化
等
の
現
状

か
ら
、
現
体
制
で
と
考
え
る
。
今
後
、
地

域
、
保
護
者
の
ニ
ー
ズ
な
ど
の
変
化
に
対

応
し
て
検
討
し
た
い
。

問題となった市指定ごみ袋

問��問��

問��

問��

問��

問��

一
般
質
問　
吉　
田　
忠　
雄　
議
員

あすか学院学童保育所
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まちづくりに関する包括協定の締結地区紹介 Vol.4

　協定の対象地区の１つ桜井駅周辺地区のまちづく
りでは、市の玄関口である桜井駅とその周辺地域を
中心にまちのにぎわいを創出するため、平成 26年 7
月以降、桜井駅南口エリア（周辺）のまちづくり検
討会を設置し、桜井駅前や商店街の現況、課題を整
理し、将来のあり方
について、自治会、
市民団体、商工会、
大学、行政等が一体
となって長所を活か
すための調査研究や
検討を進めてきまし
た。
　そこで、この地域において活用すべき資源を①桜
井駅前の公共施設（エルト桜井）、②旧伊勢街道沿い
等の空き町家、③将来に残しておくべき景観の３つ
にしぼり、その利活用について集中的に議論し、「ま
ちづくりの将来像」を以下のように定めました。
“らしさ”を活かす、“木”を活かす
ワンランク上の歴史・資源・ライフスタイル
にぎわいあふれる住みよいまち　さくらい

　この将来像に基づく議論の成果を「2020 桜井駅
南口エリア将来ビジョン」として取りまとめ、市民、
大学、行政等の役割を明確にしたうえで、具体的な
取り組みとスケジュールをグランドプランとして整
理しました。
　9 月 29 日 に は、
エルト桜井にて住民
参加のなか、これま
での検討会での取り
組みやビジョンの内
容を説明したうえ
で、検討会から市長
に「提言書」として手渡されました。今後は提言書
から桜井駅周辺地区の基本構想に盛り込む内容を精
査し、県との基本協定締結に向けて進めていきます。

▽ �問い合わせ先　観光まちづくり課（ 42‐9111
内線 348）

　次号は、長谷寺門前町周辺地区のまちづくりにつ
いて紹介します。

昨年12月に締結した県との包括協定の対象地区について、５か月にわたって紹介していきます。

部会での議論の様子

ビジョン発表会の様子

桜井駅周辺地区

産
業
の
振
興

太
田 

勇
さ
ん

西
岡 

勝
幸
さ
ん

中
村 

尚
代
さ
ん

石
河 

敏
正
さ
ん

谷
奥 

忠
嗣
さ
ん

陶
原 

全
弘
さ
ん

森
本 

久
彦
さ
ん

卜
部 

好
章
さ
ん

教
育
の
振
興

大
住 

日
出
子
さ
ん

山
口 

武
さ
ん

河
本 

眞
知
さ
ん

中
村 

三
枝
子
さ
ん

福
井 

賢
さ
ん

社
会
福
祉
の
増
進

伊
藤 

俊
彦
さ
ん

嶋
本 

裕
さ
ん

谷
口 

雅
子
さ
ん

中
村 

貴
野
さ
ん

山
中 
一
枝
さ
ん

自
治
の
振
興

堀
井 
擴
子
さ
ん

市
政
の
進
展

東
山 

利
克
さ
ん

第
44
回
　

桜
井
市
表
彰

　

11
月
３
日
文
化
の
日
に
、
市
表
彰
式
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
表
彰
は
、
市
の
表

彰
条
例
に
基
づ
き
、
自
治
・
産
業
・
観
光
な
ど
の
振
興
お
よ
び
公
益
の
増
進
の
た

め
に
貢
献
さ
れ
、
市
民
の
模
範
と
し
て
そ
の
功
績
が
顕
著
な
人
に
贈
ら
れ
ま
す
。

今
年
は
、
20
名
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
消
防
活
動
の
功
労
者
の
表
彰
は
、新
年
１
月
５
日
の
消
防
出
初
式
に
行
い
ま
す
。
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年 末 年 始 情 報
■年末年始のごみの収集・搬入　　　　　　　　　　　　　　　　   　　　環境部 45 ‐ 2001

■年末年始のし尿の収集　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　    　清掃公社 45 ‐ 2005

月日 業務

12月 28日（月） 毎月 1日のコースを収集

12月 29日（火）・30日（水） 毎月 2日のコースを収集
12月 31日（木）～

平成 28年1月 3日（日） 休業

平成 28年 1月 4日（月）～ 通常どおり
※�転入や転居・転出等、し尿くみ取り家庭（従量制家庭を除く）
で世帯内の人数に変更があれば、必ず連絡してください。

浄化槽清掃のお願い
　「浄化槽法」では、１年に１回清掃することが義務づけ
られています。浄化槽を清掃しないと河川の汚染や浄化
槽の故障（詰まり）の原因になりますので、１年に１回清
掃を実施してください。申込みは清掃公社まで連絡して
ください。
手数料口座振替のお願い
　し尿くみ取り家庭の「一般廃棄物処理手数料（ふん
尿）」の支払いは、便利な口座振替をご利用ください。
詳しくは市内の金融機関もしくは清掃公社まで問い合
わせてください。

　
寒
波
の
季
節
に
な
る
と
、
水
道
管
の
水
が
凍
っ
て

凍
結
事
故
が
起
こ
り
ま
す
。
家
庭
で
は
、
次
の
点
に

注
意
し
、
水
道
管
を
凍
結
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う
。

�

水
道
管
の
冬
じ
た
く
は
お
早
め
に

　

北
向
き
・
風
当
た
り
の

強
い
場
所
お
よ
び
露
出
し

て
い
る
水
道
管
・
屋
外
の

散
水
栓
・
コ
ン
ク
リ
ー
ト

柱
・
蛇
口
・
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ

ク
ス
な
ど
は
、
市
販
の
防

寒
材
ま
た
は
毛
布
・
布
・

縄
な
ど
を
巻
き
、
そ
の
上

に
ビ
ニ
ー
ル
な
ど
で
カ

バ
ー
を
し
て
、
直
接
水
が

か
か
ら
な
い
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い
。

水
道
管
が
破
裂
し
た
ら

　
止
水
栓
や
ス
ト
ッ
プ
バ
ル
ブ
等
を
締
め
て
水
を
止

め
、
市
の
指
定
工
事
店
に
修
繕
の
依
頼
を
し
て
く
だ

さ
い
。（
指
定
工
事
店
の
問
い
合
わ
せ
先
：
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
水
道
施
設
課
へ
お
願
い
し
ま
す
）

　
【
上
下
水
道
部

42
‐
９
２
１
１（
代
表
）・

46
‐
０
６
２
０（
水
道
施
設
課
給
水
係
直
通
）】

露出管は、防寒材を必ず
取り付けてください。

メーターボックス内に
は、ぼろ布や発泡スチ
ロールなどを箱いっぱ
いにつめてください。

水
道
管
の

　冬
じ
た
く
方
法

水
道
管
の

　冬
じ
た
く
方
法

水
道
管
の

　冬
じ
た
く
方
法

月・ 木 コ ー ス 火・ 金 コ ー ス 粗 大 ご み リ ク エ ス ト ご み 搬 入（ 時 間 ）

12
月

23 日 水 ペットボトル もやせないごみ 通常通り受付
（ 46‐ 3030）
午前 9時～正午
午後 1時～ 4時

通常通り受付
午前8時 40分～ 11時 30分

午後 1時～ 4時
24日 木 もやせるごみ ダンボール

25日 金 雑誌・牛乳パック もやせるごみ

26日 土 － －
受付できません

午前 8時 40分～ 11時 30分

27日 日 － － 受付できません

28日 月 もやせるごみ 雑誌・牛乳パック 通常通り受付
（ 46‐ 3030）
午前 9時～正午
午後 1時～ 4時

通常通り受付
午前8時 40分～ 11時 30分

午後 1時～ 4時
29日 火 ダンボール もやせるごみ

30日 水 もやせるごみ カン

31日 木 － － 受付できません 午前 8時 40分～ 11時 30分

28
年
１
月

1 日 金 － －

受付できません 受付できません2日 土 － －

3日 日 － －

4日 月 もやせるごみ ビン 通常通り受付 通常通り受付

※ごみの収集は、さくらいしクリーンカレンダー通りです。
※粗大ごみは、29日までの受付分まで年内収集します。
※搬入できるごみは、市指定袋に入った「もやせるごみ」および「もやせないごみ」です。

大
丈
夫
で
す
か
水
道
の
冬
じ
た
く

年 末 年 始 情 報

上
下
水
道
部
か
ら
の
お
詫
び

　
10
月
６
日
に
発
生
し
た
水
道
管
破
損
事
故
で
は
、

対
象
地
域
の
み
な
さ
ま
に
長
時
間
の
断
水
お
よ
び
濁

水
で
、
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
こ
と
を
お

詫
び
い
た
し
ま
す
。

　
今
後
は
、
広
報
・
給
水
活
動
等
に
つ
い
て
徹
底
し
、

ご
不
便
を
お
か
け
し
な
い
よ
う
努
力
い
た
し
ま
す
。
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年 末 年 始 情 報

■年末年始の交通規制（大神神社・安倍文殊院）
大神神社繞

にょうどうさい
道祭および初詣、安倍文殊院の初詣のため、周辺の道路が参拝

客で相当混雑します。図のとおり交通規制を実施しますので、ご協力をお
願いします。また、自家用車の利用はできるだけ避けてください。
◇交通規制実施期間◇

《大神神社周辺》
・12月 31日午後 8時～平成 28年 1月 1日午後 8時
・平成 28年 1月 2日～ 5日の各日午前 8時～午後 8時

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《安倍文殊院周辺》
　・12月 31日午後 10時～平成 28年 1月 1日午後 6時
　・平成 28年 1月 2日～ 3日の各日午前 8時～午後 6時
※規制内容は変更の可能性があります。
※細かい規制など詳しくは、桜井警察署（ 46‐ 0110）まで。

桜井
警察

三輪小

大神
 神社

三輪駅三輪駅

Ｒ
１
６
９

大三輪中

至天理

出口橋出口橋

年 末 年 始 情 報
■市の施設の年末年始休館等状況　　　　●…休館日　●…休日応急診療所診療日

12 月 平成 28年 1月 年
末
の
市
民
課
窓
口
は
大
変
混
雑
し
ま
す
。
住
民
票
・

印
鑑
証
明
・
戸
籍
等
証
明
が
必
要
な
人
は
早
め
に
手
続

き
を
お
願
い
し
ま
す
。

27 28 29 30 31 1 2 3 4 5
市役所（ 42‐ 9111） ● ● ● ● ● ● ●
桜井市民会館（ 45‐ 0964） ● ● ● ● ● ● ●
中央公民館（ 45‐ 0965） ● ● ● ● ● ● ● ● ●
市立図書館（ 44‐ 2600） ● ● ● ● ● ● ● ●
総合体育館（ 45‐ 0609） ● ● ● ● ● ●
まほろばセンター（ 42‐ 1973） ● ● ● ● ● ●
埋蔵文化財センター（展示室）（ 42‐ 6005）※ 1 ● ● ● ● ● ● ● ● ●
高齢者総合福祉センター（ 43‐ 1658） ● ● ● ● ● ● ● ● ●
市営火葬場（ 42‐ 3520）※ 2 ● ●
休日応急診療所（ 45‐ 3720）
〈午前 10時～午後 4時および午後 6時～ 11時〉 ● ● ● ● ● ●

※１…文化財課業務は、市役所の日程と同じです。※２…12/31 は午後 3時までです。

■年末年始のコミュニティバス運行状況　　　　○…運行　×…運休

12 月 平成 28年 1月
30日（水） 31日（木） 1日（金） 2日（土） 3日（日）

初瀬・朝倉台線（桜井駅北口～吉隠） ○ ○ ○ ○ ○
北循環線（桜井駅北口→市役所→イオン→桜井駅北口） ○ ○ × × ×
南循環線（桜井駅北口→仁王堂（済生会中和病院前）→桜井駅南口） ○ ○ × × ×
西北部循環路線（桜井駅北口→イオン→山の辺病院→桜井駅北口） × × × × ×
多武峯線（桜井駅南口～談山神社） ○ ○ ○ ○ ○
※初瀬・朝倉台線は、12月 23日（水・祝）～平成 28年 1月 6日（水）の間、学校休校日ダイヤで運行します。
※多武峯線は、12月 30日（水）～平成 28年 1月 3日（日）の間、土日祝日ダイヤで運行します。

▽問い合わせ先　奈良交通榛原営業所（ 0745‐ 82‐ 2201）

大神神社周辺

安倍文殊院安倍文殊院

木材会社木材会社

至
安
倍
木
材
団
地

至阿部上交差点

至済生会病院

安倍
 駐在所

奈
良
情
報
商
業
高
校一方通行規制

県
営
住
宅

 

阿
部
団
地公園

安倍文殊院周辺
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番号のおかけ間違いのないようにご注意ください。１
健康だより※お問い合わせは健康推進課

　　（保健会館　 ４５‐３４４３）へ

月の保健事業
乳幼児健康診査（対象者には個人通知します。内容・持ち物等はそちらで確認してください。）

事業名 対象者 日時（受付時間） 場所

４か月児健康診査
平成 27 年 9 月 1 日～ 9 月 15 日生まれ 平成 28年 1月 18日（月）13：00～ 14：00

保
健
会
館

平成27年 9月 16日～ 9 月 30 日生まれ 平成 28年 1月 29日（金）13：00～ 14：00

10 か月児健康診査
平成 27 年 3 月 1 日～ 3 月 15 日生まれ 平成 28年 1月 15日（金）13：00～ 14：00
平成 27 年 3 月 16 日～ 3 月 31 日生まれ 平成 28年 1月 28日（木）13：00～ 14：00

1 歳 6か月児健康診査
平成 26 年 6 月 1 日～ 6 月 15 日生まれ 平成 28年 1月　7日（木）13：00～ 14：00
平成 26年 6月 16日～ 6 月 30 日生まれ 平成 28年 1月　8日（金）13：00～ 14：00

2 歳 6か月児歯科健康診査 平成25年 6月生まれ 平成 28年 1月　7日（木）　9：00～ 10：00

3 歳 6か月児健康診査
平成 24 年 6 月 1 日～ 6 月 15 日生まれ 平成 28年 1月 21日（木）13：00～ 14：00
平成 24年 6月 16日～ 6 月 30 日生まれ 平成 28年 1月 22日（金）13：00～ 14：00

相談・教室
事業名 対象者 日時 場所 内容 持ち物 申込

すくすく相談
（乳幼児健康相談）

主に生後 9 か月
未満の乳児

平成28年1月14日（木）
 9：30～ 10：00▲ 保

健
会
館

身体計測・育児相談・栄
養相談

母子健康手帳・
バスタオル

不
要主に生後 9 か月

～ 1 歳 7 か月未
満の乳幼児

平成28年1月26日（火） 
９：30～ 10：00▲

マタニティ教室
妊娠４か月～８
か月未満の妊婦
およびその家族

平成28年1月12日（火）
９：30～ 12：00◎ ●

ママのからだの話（保健
師）妊娠中の食生活の話
（栄養士）

母子健康手帳・
筆記用具

要
（
定
員
20
名
）

平成28年1月20日（水）
９：30～ 12：00◎ 保

健
会
館

生まれたばかりの赤ちゃ
んの話・沐浴実習等（助
産師・保健師）

平成28年1月25日（月）
９：30～ 12：00◎

赤ちゃんとママの歯の話
（歯科衛生士）子育てサー
ビスの話（保健師）

▲受付時間　◎実施時間　●まほろばセンター（エルト桜井 2階）　　〈要申込〉の事業は電話で健康推進課まで。

事業名 対象者 日時（受付時間） 場所 内容 料金 申込

胃がん・肺
がんセット
検診

35歳以上の市民

平成28年
１月　7日（木）
１月　8日（金）
１月 12日（火）
9:00 ～ 11:20

市
役
所

胃がん検診：
バリウムを飲んで胃
部のレントゲン撮影

900円 定員 15名
医療センター

（ 45‐ 2505）
または健康推進課
へ電話申込。

肺がん検診：
胸部のレントゲン撮
影と痰の検査（必要
な人）

無料
（ただし、痰の
検査が必要な
場合は300円）

11月～平成 28年１月まで「さくら号」で胃がん検診の市内巡回検診を行います。申込み方法、その他詳しくは広報わか
ざくら 10月号の折込みチラシで確認してください。定員になり次第締め切りになります。
※�妊娠中または妊娠の可能性のある人、授乳中の人は検診を受けることができません。胃腸疾患の治療中の人はかかりつけ
の医療機関で受診してください。

▽問い合わせ先　医療センター（ 45‐ 2505）、または健康推進課（ 45‐ 3443）
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満
65
歳
以
上
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
予
防
接
種
は
12
月
末
ま
で

　
高
齢
者
予
防
接
種
は
12
月
31
日

で
終
了
と
な
り
ま
す
。
接
種
を
希

望
す
る
人
で
ま
だ
接
種
を
し
て
い

な
い
人
は
早
め
に
受
け
ま
し
ょ
う

（
た
だ
し
、
昭
和
25
年
12
月
生
ま

れ
の
人
は
、
接
種
期
間
は
平
成
28

年
１
月
31
日
ま
で
で
す
）。

▽�

対
象 

①
接
種
時
点
で
満
65
歳

以
上
の
人
②
満
60
歳
以
上
65
歳

未
満
で
、
心
臓
・
じ
ん
臓
・
呼

吸
器
の
機
能
、
ま
た
は
ヒ
ト
免

疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
り
日
常

生
活
行
動
が
極
め
て
制
限
さ
れ

る
ほ
ど
の
障
害
を
有
し
、
身
体

障
害
者
手
帳
を
持
っ
て
い
る
人

▽�

費
用　
１
、５
０
０
円
（
生
活

保
護
者
、
市
民
税
非
課
税
世
帯

の
人
は
無
料
。
市
民
税
非
課
税

世
帯
の
人
は
、
接
種
前
に
健
康

推
進
課
で
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。
手
続
き
な
く
接
種
し
た

場
合
は
、
自
己
負
担
金
は
免
除

（
無
料
）
に
な
り
ま
せ
ん
。）

※�

期
間
を
過
ぎ
た
場
合
や
同
じ
年

度
内
で
２
回
目
以
降
の
接
種
は

全
額
自
己
負
担
に
な
り
ま
す
。

▽�

実
施
場
所　
市
内
の
予
防
接
種

実
施
医
療
機
関
（
２
０
１
５
年

度
健
康
カ
レ
ン
ダ
ー
に
掲
載
）

※
事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
。

※�

市
外
の
医
療
機
関
で
接
種
を
希

望
す
る
場
合
は
接
種
前
に
健
康

推
進
課
で
手
続
き
が
必
要
で

す
。
手
続
き
に
は
印
鑑
と
接
種

料
金
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

歯
周
疾
患
・
骨
粗
し
ょ
う
症
検

診
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
か
？

　
左
記
に
該
当
す
る
人
は
歯
周
疾

患
・
骨
粗
し
ょ
う
症
検
診
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
対
象
の
検

診
を
ま
だ
受
診
し
て
い
な
い
人

は
、早
期
発
見・早
期
治
療
の
た
め
、

こ
の
機
会
に
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

《
歯
周
疾
患
検
診
》

▽�

対
象　
市
内
に
居
住
す
る
平
成

27
年
３
月
31
日
現
在
で
左
記
の

年
齢
に
該
当
す
る
人

▽
期
限　
平
成
28
年
２
月
29
日

▽
場
所　
市
内
実
施
医
療
機
関　

▽�

内
容　
問
診
・
歯
周
組
織
検
査

（
診
察
）

▽
費
用　
無
料 

▽�

申
込
方
法　
電
話
で
健
康
推
進

課
ま
で
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
み
後
、
歯
周
疾
患
検
診
問

診
票
を
送
り
ま
す
の
で
、
問
診

票
を
持
っ
て
受
診
し
て
く
だ
さ

い
。
※
問
診
票
が
な
い
と
受
診

で
き
ま
せ
ん
。

《
骨
粗
し
ょ
う
症
検
診
》

▽�

対
象　
市
内
に
居
住
す
る
平
成

27
年
３
月
31
日
現
在
で
左
記
の

年
齢
に
該
当
す
る
女
性

▽
期
限　
平
成
28
年
２
月
29
日

▽
場
所　
市
内
実
施
医
療
機
関　

▽
内
容　
問
診
・
骨
塩
定
量
測
定

▽�

費
用　

１
、３
０
０
円 

（
た
だ

し
、無
料
に
な
る
人
が
い
ま
す
。

詳
し
く
は
健
康
推
進
課
ま
で
。）

▽�

申
込
方
法　
電
話
で
健
康
推
進

課
ま
で
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
み
後
、
骨
粗
し
ょ
う
症
検

診
問
診
票
を
送
り
ま
す
の
で
、

問
診
票
を
持
っ
て
受
診
し
て
く

だ
さ
い
。
※
問
診
票
が
な
い
と

受
診
で
き
ま
せ
ん
。

平
成
27
年
度
の
乳
が
ん
検
診
の

申
込
受
付
が
も
う
す
ぐ
終
了

　
今
年
度
の
乳
が
ん
検
診
は
受
診

し
ま
し
た
か
？
ま
だ
の
人
は
早
め

に
受
け
ま
し
ょ
う
。

▽
対
象　
40
歳
以
上
の
女
性

▽
期
限　
平
成
28
年
１
月
29
日

▽�

内
容　

問
診
・
マ
ン
モ
グ
ラ

フ
ィ
・
視
触
診	

▽
費
用　
２
、３
０
０
円	

▽�

申
込
方
法　
電
話
で
健
康
推
進

課
へ
。

※�

職
場
等
で
受
診
す
る
機
会
の
な

い
人
を
対
象
に
、
費
用
の
一
部

を
公
費
で
負
担
す
る
制
度
で

す
。
次
の
人
は
、
自
己
負
担
金

が
無
料
に
な
り
ま
す
。

①
75
歳
以
上
の
人

②�

身
体
障
害
者
手
帳
、療
育
手
帳
、

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
を

持
っ
て
い
る
人

③
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
人

④
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
人

※�

検
診
は
２
年
に
１
回
の
た
め
、

平
成
26
年
度
に
公
費
負
担
で
受

診
し
た
人
は
今
年
度
の
公
費
負

担
の
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

※�

実
施
医
療
機
関
に
つ
い
て
は
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

※�

実
施
医
療
機
関
に
よ
っ
て
は
定

員
に
達
し
た
場
合
、
受
診
で
き

な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

健
康
相
談

▽�

日
時　

平
成
28
年
１
月
５
日

（
火
）
午
前
９
時
30
分
～
11
時

▽�

場
所　
市
役
所
３
階
第
１
会
議

室
▽�

内
容　
保
健
師
・
管
理
栄
養
士

の
健
康
相
談
、
☆
血
圧
測
定
、

☆
身
長
・
体
重
測
定
、
☆
体
脂

肪
測
定
、
☆
尿
検
査　
　

　
☆
は
必
要
な
人
の
み
実
施

▽�

持
ち
物　
健
康
手
帳
、
検
査
結

果
等
、
健
康
状
態
が
わ
か
る
も

の
で
必
要
と
思
わ
れ
る
も
の

▽
費
用　
無
料

▽�

申
込
方
法　
電
話
で
健
康
推
進

課
へ
。

生活習慣病予防クッキング

▽日時　平成28年１月20日（水）10：00～14：00

▽場所　中央公民館調理実習室

▽対象　20歳以上の市民

▽定員　30人　　　　 ▽費用　300円

▽持ち物　エプロン・三角巾・ふきん３枚・タオル

▽ �申込方法　１月 15日（金）までに、電話で健康
　推進課へ。

40
歳

昭
和
49
年
４
月
１
日
～

昭
和
50
年
３
月
31
日
生
ま
れ

50
歳

昭
和
39
年
４
月
１
日
～

昭
和
40
年
３
月
31
日
生
ま
れ

60
歳

昭
和
29
年
４
月
１
日
～

昭
和
30
年
３
月
31
日
生
ま
れ

70
歳

昭
和
19
年
４
月
１
日
～

昭
和
20
年
３
月
31
日
生
ま
れ

40
歳

昭
和
49
年
４
月
１
日
～

昭
和
50
年
３
月
31
日
生
ま
れ

45
歳

昭
和
44
年
４
月
１
日
～

昭
和
45
年
３
月
31
日
生
ま
れ

50
歳

昭
和
39
年
４
月
１
日
～

昭
和
40
年
３
月
31
日
生
ま
れ

55
歳

昭
和
34
年
４
月
１
日
～

昭
和
35
年
３
月
31
日
生
ま
れ

60
歳

昭
和
29
年
４
月
１
日
～

昭
和
30
年
３
月
31
日
生
ま
れ

65
歳

昭
和
24
年
４
月
１
日
～

昭
和
25
年
３
月
31
日
生
ま
れ

70
歳

昭
和
19
年
４
月
１
日
～

昭
和
20
年
３
月
31
日
生
ま
れ
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市民目線で「桜井のとっておき」を選んだ「大
和さくらい１００選」に選ばれている場所を紹
介するよ！今回は多武峰地区だよ。

談山神社を紹介するよ！
中大兄皇子（後の天智天皇）と中臣鎌足（後の藤原鎌足）は、こ
こ多武峰に登り「大化の改新」の話し合いを行ったことが由来で、
後にこの山を「談

かたら
い山」・「談

だんじょのもり
所ヶ森」と呼ぶようになって、神社

の名前の起こりとなったとされているんだって～。御祭神は藤原
鎌足だよ。
春と秋には、けまり祭りがおこなわれるよ！蹴

け ま り
鞠の会で藤原鎌足

と中大兄皇子とがはじめて出会い、「大化の改新」のきっかけと
なったことにちなんで行われるお祭なんだって。

談山神社

御破裂山▲

音羽山▲

音羽山観音寺

不動の滝

天一神社

至吉野

屋形橋

増賀上人の墓

「ひみこちゃんのページ」
http://www.city.sakurai.lg.jp/himiko/index.html
観光まちづくり課

（ 42 ‐ 9111 内線 342）
E-mail：kanko@city.sakurai.lg.jp 

御ご
は
れ
つ
ざ
ん

破
裂
山
か
ら
の
眺
望

音お
と
わ
や
ま

羽
山
か
ら
の
眺
望

多武峰にある念
ね づ き

誦崛には、平安時代の僧 増
ぞうがしょうにん

賀上人
のお墓があるよ。現世での出世や名声を捨て、ひ
たすら念仏をしていたんだって。パワースポット
として 100 選に選ばれているよ。

桜井市観光まちづくり課ニュースレターも毎月更新してい
るよ。「ひみこちゃん通信」で検索してね！

どちらもビューポイントに選ばれているよ。
大和盆地が一望できて絶景だね。
音羽山からは二上山をこえて大阪まで見通せるよ～
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私
は
、
四
年
生
の
時
グ
リ
ー
ン

パ
ー
ク
に
見
学
に
行
っ
た
こ
と
が

き
っ
か
け
と
な
り
、
ご
み
の
処
分
の

仕
方
な
ど
に
興
味
を
持
っ
た
た
め
、

今
回
こ
の
ご
み
の
減
量
化
に
つ
い
て

作
文
を
書
こ
う
と
思
い
ま
し
た
。

　
現
在
、
桜
井
市
で
は
市
民
が
ご
み

の
減
量
化
や
リ
サ
イ
ク
ル
を
念
頭
に

お
い
た
分
別
収
集
に
協
力
す
る
こ
と

を
行
っ
て
い
る
と
知
り
ま
し
た
。
も

し
、
こ
の
分
別
収
集
に
市
民
の
協
力

が
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
ら
ど
う
な

る
の
か
を
調
べ
て
み
ま
し
た
。

　
例
え
ば
、
こ
ん
な
問
題
が
あ
り
ま

す
。
ま
ず
一
つ
目
は
、
ご
み
を
燃
や

す
に
も
石
油
な
ど
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が

使
わ
れ
て
し
ま
う
こ
と
で
す
。
ご
み

を
燃
や
す
た
め
に
も
お
金
が
か
か
り

ま
す
。
そ
の
お
金
は
す
べ
て
、
私
達

が
お
さ
め
て
い
る
税
金
が
使
わ
れ
て

い
ま
す
。
な
の
で
、
ご
み
の
排
出
量

が
多
い
ほ
ど
お
金
が
た
く
さ
ん
使
わ

れ
て
し
ま
い
ま
す
。
二
つ
目
は
、
ご

み
を
燃
や
す
時
に
は
二
酸
化
炭
素
が

発
生
し
て
し
ま
う
こ
と
で
す
。
二
酸

化
炭
素
が
増
え
る
と
温
室
効
果
ガ
ス

が
増
え
て
し
ま
い
地
球
温
暖
化
が
進

み
地
球
の
環
境
に
さ
ま
ざ
ま
な
影
響

を
与
え
て
し
ま
い
ま
す
。
例
え
ば
水

の
影
響
で
す
。
地
球
温
暖
化
に
よ
っ

て
過
去
百
年
で
、
世
界
の
平
均
海
水

面
は
十
七
セ
ン
チ
上
昇
し
ま
し
た
。

同
じ
水
の
問
題
で
も
う
一
つ
大
変
な

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
暮
ら

し
の
た
め
の
水
が
な
く
な
っ
て
し
ま

う
こ
と
で
す
。
特
に
、
乾
燥
し
た
地

域
に
住
む
人
や
、
氷
河
や
雪
解
け
水

に
生
活
用
水
を
頼
っ
て
い
る
人
は
被

害
を
受
け
や
す
く
な
り
ま
す
。
氷
河

や
雪
解
け
水
か
ら
生
活
す
る
た
め
の

水
を
得
て
い
る
人
は
、
世
界
の
人
口

の
六
分
の
一
を
し
め
て
い
ま
す
。
私

は
、
ご
み
が
増
え
て
し
ま
う
と
も
っ

と
大
き
な
影
響
が
お
き
て
し
ま
う
と

思
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
私
は
こ
れ
か

ら
自
分
に
で
き
る
ご
み
を
減
ら
す

活
動
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
そ
の
中
の
一
つ
と
し
て
買
い
物

に
は
エ
コ
バ
ッ
ク
を
持
っ
て
行
っ
た

り
、
生
ご
み
を
出
さ
な
い
よ
う
に
肥

料
に
変
え
る
な
ど
自
分
に
で
き
る
こ

と
は
、
何
で
も
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
っ
と
ご
み
が

減
っ
た
ら
い
い
な
ぁ
と
私
は
思
い
ま

す
。

環
境
川
柳
入
選
作
品

桜
井
市
環
境
フ
ェ
ア
実
行
委
員
会

会
長
賞

粗
大
ご
み

お
疲
れ
様
と　
送
り
出
す

　
　
　
桜
井
市　
　
西
﨑
綾
子

桜
井
市
長
賞

青
い
海　

汚
し
て
な
ら
ぬ　
放
射
能

　
　
　
桜
井
市　
　
福
尾
圭
司

桜
井
川
柳
会
会
長
賞

ポ
イ
す
て
は　

心
の
中
に　
ご
み
た
め
る

　
　
　
桜
井
市　
　
北
口
敦
子

　
地
球
温
暖
化
っ
て
知
っ
て
い
ま
す

か
。み
な
さ
ん
が
使
う
石
炭
や
石
油
。

そ
の
化
石
燃
料
を
大
量
に
燃
や
す
よ

う
に
な
り
、
二
酸
化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ
２
）

な
ど
の
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量
が

急
激
に
増
加
し
ま
す
。
そ
の
た
め
、

宇
宙
へ
の
熱
の
放
出
を
お
さ
え
よ
う

と
す
る
温
室
効
果
が
強
ま
っ
て
し
ま

い
、
地
球
は
全
体
的
に
気
温
が
上
昇

し
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
れ
が
地
球
温

暖
化
と
呼
ば
れ
る
現
象
で
す
。
こ
う

い
う
こ
と
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
に
す

る
た
め
に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
か
。

家
庭
で
簡
単
に
で
き
る
地
球
温
暖
化

対
策
。
実
は
家
計
に
や
さ
し
い
エ
コ

ノ
ミ
ー
ラ
イ
フ
な
ん
で
す
。
簡
単
な

こ
と
か
ら
は
じ
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

・�

夏
は
ク
ー
ル
ビ
ズ
、
冬
は
ウ
ォ
ー

ム
ビ
ズ

　
夏
は
涼
し
い
服
装
で
冷
房
温
度
を

高
め
に
し
ま
し
ょ
う
。
窓
を
開
け
て

風
を
通
し
た
り
、
扇
風
機
を
使
え
ば

そ
も
そ
も
冷
房
を
し
な
く
て
も
よ
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
冷
房
の
設
定
温

度
を
一
度
高
く
す
る
と
、
六
畳
間
程

度
で
、
ひ
と
夏
約
十
三
キ
ロ
グ
ラ
ム

の
Ｃ
Ｏ
２
が
消
滅
で
き
ま
す
。（
電

気
代
は
約
六
百
七
十
円
の
節
約
）
冬

は
逆
に
暖
房
温
度
を
低
め
に
。
エ
ア

コ
ン
の
設
定
温
度
を
一
度
下
げ
る
と

六
畳
間
程
度
で
ひ
と
冬
約
二
十
二
キ

ロ
グ
ラ
ム
の
Ｃ
Ｏ
２
消
滅
が
可
能
で

す
。（
電
気
代
は
約
千
百
七
十
円
の

節
約
）

・�「
緑
の
カ
ー
テ
ン
」
を
つ
く
っ
て

み
よ
う
。

　
夏
の
日
射
で
室
内
に
入
っ
て
く
る

熱
は
相
当
な
も
の
で
す
。
ア
サ
ガ
オ

な
ど
ツ
ル
性
の
植
物
で
「
緑
の
カ
ー

テ
ン
」
を
作
っ
た
り
、
ヨ
シ
ズ
を
立

て
た
り
、
ブ
ラ
イ
ン
ド
を
下
ろ
し
た

り
し
て
夏
の
日
差
し
を
防
ぎ
ま
し
ょ

う
。
冷
房
時
間
を
毎
日
一
時
間
減
ら

せ
ば
、
ひ
と
夏
で
約
八
キ
ロ
グ
ラ
ム

の
Ｃ
Ｏ
２
削
減
に
な
り
ま
す
。（
電

気
代
は
約
四
百
十
円
の
節
約
）

　
他
に
も
対
策
法
は
い
っ
ぱ
い
あ
り

ま
す
。
近
い
と
こ
ろ
は
徒
歩
、
自

転
車
、
遠
い
と
こ
ろ
は
鉄
道
、
バ

ス
で
出
か
け
る
と
か
、
駐
停
車
中

は
、
ア
イ
ド
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
プ
を
す

る
な
ど
、
ど
こ
に
で
も
節
約
で
き
た

り
、
Ｃ
Ｏ
２
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き

ま
す
。
み
ん
な
で
協
力
し
て
二
酸
化

炭
素
を
減
ら
し
ま
し
ょ
う
。

第22回桜井市環境フェア

環境作文・環境川柳　優秀作品

10 月25日（日）桜井市環境フェアを開催
し、環境作文と環境川柳の優秀作品を発
表しました。作文から子ども達の環境に
対する思いを感じてください。（敬称略）

環
境
作
文　
小
学
生
の
部

ご
み
減
量
化

初
瀬
小
学
校
六
年　
山
口
さ
く
ら

環
境
作
文　
中
学
生
の
部

家
庭
で
で
き
る
地
球
温
暖
化
対
策
法

桜
井
東
中
学
校
一
年　
宮
阪
晶
羽
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公
職
選
挙
法
第
22
条
第
１
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
12
月
２
日
に
新

し
く
市
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ

れ
た
人
を
掲
載
し
た
書
面
を
、
次

の
と
お
り
縦
覧
で
き
ま
す
。

▽�

日
時　
12
月
３
日
（
木
）

　
　
　
　
　
　
　
～
７
日
（
月
）

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

▽�

場
所　
選
挙
管
理
委
員
会
事
務

局
（
市
役
所
３
階
）

◆�

選
挙
人
名
簿
登
録
資
格
を
有
す

る
人
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

▽�

年
齢
条
件　
平
成
７
年
12
月
２

日
以
前
（
同
日
を
含
む
）
に
生

ま
れ
た
人
で
あ
る
こ
と

▽�

住
所
要
件　
平
成
27
年
９
月
１

日
以
前
（
同
日
を
含
む
）
に
、

本
市
に
住
民
票
が
作
成
さ
れ

（
他
の
市
町
村
か
ら
本
市
に
住

所
を
移
し
た
人
で
転
入
届
を
し

た
人
に
つ
い
て
は
当
該
届
出
が

な
さ
れ
）、
引
き
続
き
12
月
１

日
現
在
に
お
い
て
本
市
の
住
民

基
本
台
帳
に
記
載
さ
れ
て
い
る

人
で
あ
る
こ
と
。

※�

同
時
に
平
成
27
年
９
月
３
日
か

ら
平
成
27
年
12
月
２
日
ま
で
の

間
に
新
た
に
市
の
在
外
選
挙
人

名
簿
に
登
録
さ
れ
た
人
を
記
載

し
た
書
面
も
縦
覧
で
き
ま
す
。

　
　
選
挙
管
理
委
員
会
（

42
‐

９
１
１
１
内
線
２
４
１
）

障
が
い
を
知
り
、
共
に
生
き
る

　
障
が
い
は
、
病
気
や
事
故
と
同

じ
く
誰
に
で
も
生
じ
得
ま
す
。
ま

た
、
同
じ
障
が
い
で
も
症
状
は
一

律
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
少
し
の
介
助
が
あ
れ
ば
、
地
域

の
中
で
日
常
生
活
を
営
み
、
障
が

い
の
な
い
人
と
同
じ
職
場
で
働

き
、
趣
味
や
ス
ポ
ー
ツ
の
場
で
活

躍
す
る
人
も
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

こ
ん
な
配
慮
を
お
願
い
し
ま
す

・
温
か
く
接
し
て
く
だ
さ
い
。

・�

困
っ
て
い
そ
う
な
と
き
は
、
一

声
か
け
て
、
自
分
で
で
き
る
サ

ポ
ー
ト
を
し
ま
し
ょ
う
。

・� 

介
助
者
で
は
な
く
本
人
に
話
し

か
け
ま
し
ょ
う
。

・� 

障
が
い
だ
け
を
見
る
の
で
は
な

く
、
そ
の
人
の
全
体
像
を
見
て

接
し
ま
し
ょ
う
。

・�

そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
や
能
力
が
活

か
せ
る
こ
と
を
一
緒
に
考
え
て

み
ま
し
ょ
う
。

あ
い
サ
ポ
ー
ト
運
動

　
「
あ
い
サ
ポ
ー
ト
運
動
」
と
は
、

障
が
い
の
特
性
・
障
が
い
の
あ
る

人
の
困
っ
て
い
る
こ
と
・
必
要
な

配
慮
を
理
解
し
、
日
常
生
活
で
ち

ょ
っ
と
し
た
配
慮
を
実
践
し
て
い

く
活
動
で
す
。

�　
桜
井
市
は
、
奈
良
県
よ
り
ま
ほ

ろ
ば
「
あ
い
サ
ポ
ー
ト
運
動
」
を

推
進
す
る「
あ
い
サ
ポ
ー
ト
団
体
」

の
認
定
を
受
け
て
い
ま
す
。

�　
　

社
会
福
祉
課
障
害
福
祉

係
（

42
‐
９
１
１
１
内
線

２
７
２・２
７
３
）

　
身
体
障
害
者
手
帳
交
付
対
象
と

な
ら
な
い
「
軽
度
・
中
等
度
難
聴

児
」
の
き
こ
え
の
確
保
・
言
語
発

達
支
援
の
た
め
、
補
聴
器
購
入
費

の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

※�

購
入
後
の
申
請
は
で
き
ま
せ

ん
。
ま
た
、
必
要
な
書
類
（
所

定
の
医
療
機
関
に
よ
る
意
見
書

等
）
に
つ
い
て
は
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

▽�
対
象

・�
市
内
在
住
で
18
歳
未
満
の
人

・�

両
耳
の
聴
力
レ
ベ
ル
が
、
原
則

30
デ
シ
ベ
ル
以
上
で
、
身
体
障

害
者
手
帳
の
交
付
対
象
と
な
ら

な
い
人

※�

世
帯
の
市
民
税
最
多
納
税
者
の

納
税
額
が
46
万
円
以
上
の
場
合

は
対
象
外
で
す
。

　
・　
　

社
会
福
祉
課
障
害
福

祉
係
（

42
‐
９
１
１
１
内
線

２
７
２・２
７
３
）

◆

◆

け
い
さ
つ
コ
ー
ナ
ー

○ 

年
末
年
始
の
お
願
い

盗
難
事
件
の
被
害
に
あ
わ
な
い
た
め
に

　
年
末
年
始
は
、
家
を
留
守
に
し
た
り
、
多
額
の
現
金
を
持
ち
歩
く

機
会
が
増
え
ま
す
。
次
の
こ
と
を
心
が
け
、
空
き
巣
や
、
ひ
っ
た
く

り
被
害
に
あ
わ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

・
家
の
戸
締
ま
り
を
確
実
に
！

・
空
き
巣
被
害
防
止
に
は
、
近
所
の
目　
～
チ
ャ
レ
ン
ジ
〝
絆
〟
～　
　

・
自
転
車
の
前
か
ご
な
ど
に
は
防
犯
ネ
ッ
ト

・
カ
バ
ン
を
持
つ
手
は
、
車
道
と
は
反
対
側
に
！

暴
力
団
の
排
除　

　
年
末
年
始
は
、
縁
起
物
の
売
り
つ
け
な
ど
、
暴
力
団
に
と
っ
て
、

か
っ
こ
う
の
資
金
稼
ぎ
の
時
期
で
す
。

　
「
暴
力
団
を
利
用
し
な
い
・
暴
力
団
に
金
を
出
さ
な
い
・
暴
力
団

を
恐
れ
な
い
・
暴
力
団
と
交
際
し
な
い
」
を
徹
底
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
暴
力
団
な
ど
か
ら
、
不
当
な
売
り
つ
け
な
ど
が
あ
れ
ば
、

警
察
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

飲
酒
運
転
の
根
絶

　
年
始
年
末
は
、
お
酒
を
飲
む
機
会
が
増
え
ま
す
。

　
「
飲
む
と
き
は
絶
対
に
車
を
運
転
し
な
い
・
※
ハ
ン
ド
ル
キ
ー
パ
ー

を
決
め
る
・
飲
ん
だ
翌
日
は
公
共
交
通
機
関
を
利
用
す
る
」
な
ど
を

心
が
け
、
絶
対
に
飲
酒
運
転
を
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

※
飲
ま
な
い
人
を
決
め
、
そ
の
人
が
飲
ん
だ
人
を
送
り
届
け
る
こ
と

　
【
桜
井
警
察
署

46
‐
０
１
１
０
】

12
月
３
日
～
９
日
は

「
障
が
い
者
週
間
」
で
す

軽
度
・
中
等
度
難
聴
児
の
補
聴

器
購
入
費
用
を
助
成
し
ま
す

選
挙
人
名
簿
の
縦
覧

問

申
問

問

今
月
の
市
税
・
保
険
料

納期限は
12月25日（金）です。

市
税

■
固
定
・
都
計
税
〈
３
期
分
〉

■
国
民
健
康
保
険
税
〈
６
期
分
〉

保
険
料

■
介
護
保
険
料
〈
６
期
分
〉

■
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
〈
６
期
分
〉

※�納め忘れのないよう
に、注意してください。
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農
地
利
用
の
最
適
化
を
よ
り
進

め
る
た
め
、
農
業
委
員
会
法
が
見

直
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
、

選
挙
人
名
簿
の
作
成
は
行
わ
れ
な

く
な
っ
た
た
め
、
農
業
委
員
選
挙

人
名
簿
登
載
申
請
書
は
本
年
よ
り

送
付
さ
れ
ま
せ
ん
。

　
な
お
、
改
正
に
伴
う
詳
細
内
容

は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
す

る
か
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
　

農
業
委
員
会
（

42
‐

９
１
１
１
内
線
３
５
５・３
５
６
）

　
平
成
27
年
12
月
末
日
ま
で
に
取

り
壊
さ
れ
た
建
物
が
あ
れ
ば
、
平

成
28
年
２
月
末
ま
で
に
届
出
を
し

て
く
だ
さ
い
。
届
出
が
な
い
と
、

来
年
度
以
降
も
課
税
台
帳
に
登
録

さ
れ
た
ま
ま
に
な
り
ま
す
。

　
・　
　

税
務
課
固
定
資
産
税

係
（

42
‐
９
１
１
１
内
線

５
４
３・５
４
４
）

　
償
却
資
産
と
は
、
土
地
・
家
屋

以
外
で
事
業
に
使
用
す
る
資
産

（
自
動
車
税
・
軽
自
動
車
税
の
対

象
と
な
る
も
の
は
除
く
）
を
い
い

ま
す
。
太
陽
光
発
電
設
備
も
償
却

資
産
に
該
当
し
、
申
告
の
対
象
と

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。た
だ
し
、

個
人
の
住
宅
用
で
余
剰
電
力
を
電

力
会
社
に
売
却
す
る
場
合
は
申
告

の
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

課
税
標
準
額
の
特
例

▽�

軽
減
内
容　
課
税
標
準
額
の
３

分
の
１
（
新
た
に
課
税
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
か
ら
３
年
度

間
）

▽�

軽
減
対
象　
経
済
産
業
省
に
よ

る
「
固
定
価
格
買
取
制
度
」
の

認
定
を
受
け
て
取
得
さ
れ
た
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設

備
。
た
だ
し
、
住
宅
等
太
陽
光

発
電
設
備
（
低
圧
か
つ
10‌

kw
未

満
）
を
除
く
。

▽�

取
得
時
期　
平
成
24
年
５
月
29

日
～
平
成
28
年
３
月
31
日

▽�

必
要
書
類　
経
済
産
業
省
発
行

の
「
10‌

kw
以
上
の
太
陽
光
発
電

設
備
に
係
る
設
備
認
定
通
知

書
」
の
写
し

　
　

税
務
課
固
定
資
産
税

係
（

42
‐
９
１
１
１
内
線

５
４
３・５
４
４
）

▽
変
更
し
よ
う
と
す
る
路
線

①�

兜
塚
山
之
辺
線
の
一
部
廃
止

（
粟
殿
、
金
屋
、
三
輪
、
茅
原
、

箸
中
、
巻
野
内
）

②��

北
口
宇
陀
ヶ
辻
線
の
廃
止
（
桜

井
、
外
山
、
慈
恩
寺
）

③�
磐
余
線
の
一
部
廃
止
（
谷
、
阿

部
、
安
倍
木
材
団
地
１
丁
目
、

２
丁
目
、
吉
備
）

④�

橋
本
三
輪
駅
線
の
一
部
廃
止

（
池
之
内
、橋
本
、吉
備
、大
福
、

東
新
堂
、
新
屋
敷
、
三
輪
）

⑤�

粟
原
池
之
内
線
の
一
部
廃
止

（
池
之
内
、
橋
本
、
安
倍
木
材

団
地
２
丁
目
）

⑥�

外
山
新
道
線
の
一
部
廃
止
（
外

山
）

⑦�

桜
井
駅
戒
重
線
の
一
部
廃
止

（
川
合
）

▽�

閲
覧
期
間　
11
月
27
日
（
金
）

～
12
月
18
日
（
金
）
午
前
８
時

30
分
～
午
後
５
時
15
分
ま
で

（
土
日
は
除
く
）

▽�

閲
覧
場
所　
①
～
④
：
県
都
市

計
画
室
と
市
都
市
計
画
課
（
県

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
）、

⑤
～
⑦
：
市
都
市
計
画
課
（
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
）

◎
公
聴
会

▽
日
時　
12
月
20
日
（
日
）

　
　
　
　
午
後
２
時
～

▽
場
所　
市
役
所
２
階
大
会
議
室

※�

公
述
申
出
書
の
提
出
が
な
か
っ

た
場
合
は
中
止
し
ま
す
。
開
催

の
有
無
は
、
12
月
15
日
以
降
に

各
担
当
課
へ
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

◎
公
述
申
出
書

　
公
聴
会
で
意
見
を
述
べ
た
い
人

（
市
民
そ
の
他
利
害
関
係
者
に
限

り
ま
す
）
は
、
公
述
申
出
書
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

▽�

提
出
期
間　
11
月
27
日
（
金
）

～
12
月
14
日
（
月
）〈
必
着
〉

▽�

提
出
方
法　
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
職
業
、
電
話
番
号
、
意
見

の
要
旨
と
そ
の
理
由
を
記
入

し
、
直
接
ま
た
は
郵
送
で
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

▽�

提
出
先　
①
～
④
：
県
都
市
計

画
室
（
県
知
事
宛
）、
⑤
～
⑦：

市
都
市
計
画
課
（
市
長
宛
）

　
・　
　

県
都
市
計
画
室
（
〒

６
３
０
‐
８
５
０
１
奈
良
市
登

大
路
町
30

０
７
４
２
‐
27
‐

７
５
２
０
）・市
都
市
計
画
課
（
〒

６
３
３
‐
８
５
８
５
大
字
粟
殿

４
３
２
‐
１

42
‐
９
１
１
１
内

線
２
２
３
）

▽
発
売
日　
12
月
１
日
（
火
）

▽�

販
売
数　
２
０
０
部（
先
着
順
）

▽
販
売
価
格　
１
部
５
０
０
円

（
送
料
別
）

▽�

申
込
方
法　
郵
便
番
号・住
所・

氏
名
・
電
話
番
号
・
申
込
部
数

を
記
入
し
、
ハ
ガ
キ
ま
た
は
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※�

代
金
は
カ
レ
ン
ダ
ー
受
領
後
速

や
か
に
、
同
封
の
振
込
用
紙
に

て
支
払
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
・　
　
桜
井
宇
陀
広
域
連
合
事

務
所
（
〒
６
３
３
‐
０
１
１
２
大

字
初
瀬
１
６
２
６
‐
１

47
‐

７
０
７
７
FAX 
47
‐
７
０
７
８
）

　
年
内
の
捕
獲
最
終
日
と
引
取
最

終
日
は
と
も
に
12
月
18
日（
金
）

で
す
。
平
成
28
年
１
月
５
日（
火
）

か
ら
通
常
ど
お
り
の
業
務
を
行
い

ま
す
。

　
　

中
和
保
健
所
生
活
衛
生
課

（

48
‐
３
０
３
３
）

申＝申込み先　　問＝問い合わせ先　　◎市ホームページ  http://www.city.sakurai.lg.jp/

農
業
委
員
会
法
の
改
正
に
よ

る
選
挙
制
度
の
廃
止

取
り
壊
さ
れ
た
建
物
の
届
出

は
お
早
め
に

太
陽
光
発
電
設
備
に
係
る
固

定
資
産
税
（
償
却
資
産
）

大
和
都
市
計
画
道
路
の
変
更

原
案
の
閲
覧
と
公
聴
会
開
催

２
０
１
６
年
「
桜
井
宇
陀
」

カ
レ
ン
ダ
ー
販
売

中
和
保
健
所
に
よ
る
野
犬
の

捕
獲
・
引
き
取
り

市
役
所
が
電
話
な
ど
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
個
人
番
号
）
を
お
聞
き
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
詐
欺
な
ど
の
不
審
な
電
話
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

申
問

申
問

問

問

問市立小中学校・幼稚園の講師登録
　平成 28 年度の講師の採用（補充）を予定しています。
教員免許状を持っている人、取得見込みの人は、ぜひ登録
してください。

▽ �登録方法　必用書類（履歴書、教員免許状
の写し、免許更新を終えた人はその証明書
の写し）を学校教育課へ提出してください。

▽ �申込・問い合わせ先　学校教育課（ 42
‐ 9111内線 618）

申
問
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市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
の
、
金

銭
や
物
品
な
ど
の
善
意
の
気
持
ち

を
お
預
か
り
し
、
福
祉
事
業
へ
の

援
助
に
活
用
し
て
い
ま
す
。

・�

匿
名　
　

 　
　

 
１
、５
６
４
円

▽�

預
け
入
れ
先　
善
意
銀
行
（
大

字
桜
井
５
３
５
‐
１
社
会
福
祉

協
議
会
内

42
‐
２
７
２
４
）・

社
会
福
祉
事
務
所

①
防
衛
大
学
校
学
生（
一
般
後
期
）

▽�

資
格　
高
卒
（
見
込
含
）
21
歳

未
満
の
男
女

▽�

受
付
期
間　
平
成
28
年
１
月
20

日
～
29
日

▽�

試
験
日　
〈
１
次
〉
平
成
28
年

２
月
20
日
、〈
２
次
〉
平
成
28

年
３
月
11
日

②
高
等
工
科
学
校
生
徒
〈
一
般
〉

▽�

資
格　
中
卒
（
見
込
含
）
17
歳

未
満
の
男
子

▽�

受
付
期
間　
平
成
28
年
１
月
８

日
ま
で

▽�

試
験
日　
〈
１
次
〉
平
成
28
年

１
月
23
日
、〈
２
次
〉
平
成
28

年
２
月
４
日
～
７
日

　
・　
　

自
衛
隊
天
理
募
集

案
内
所 

（

０
７
４
３
‐
63
‐

２
５
４
０
） ◆

◆

《 無 料 相 談 コ ー ナ ー 》
相 談 内 容 日 時 場 所 予 約 申 込・ 問 い 合 わ せ 先

中南和法律
相談センター
法律相談

日常お困りの法律問題
（予約面談制）
〈先着 6名・各 30分間〉

毎週火曜日
（祝日は除く）
13：00～ 16：00

市役所
2階
相談室

要
相談日の 1週間前の火曜日の午前 9
時 30 分から電話で奈良弁護士会へ。
（ 0742‐22‐2035）【市民協働課】

※火曜日以外にも他会場での相談窓口があります。詳しくは奈良弁護士会へ問い合わせてください。

無料
法律相談

弁護士による法律相談
（予約面談制）〈市内在住・
先着 7名・各 25分間〉

12月 10日（木）
13：00～ 16：00

市役所
2階
相談室

要
12月 1日（火）午前 8時 30分以降に
電話で市民協働課市民生活係へ。（
42‐9111内線 534）【市民協働課】

※無料法律相談は市内在住者で、今までに無料法律相談を受けていない人のみ利用できます。

司法書士に
よる
法律相談

借金問題、土地建物・会社
法人の登記、相続、遺言など
の相談（予約面談制）
〈先着５名・各 40分間〉

① 12月 11日（金）
13：00～ 16：20 市役所

2階
相談室

要

①12月2日（水）午前8時30分以降
②12月9日（水）午前8時30分以降
に電話で市民協働課市民生活係へ。
（ 42‐9111内線 534）

【市民協働課】
② 12月 24日（木）
13：00～ 16：20

税理士に
よる
税務相談

税金についての相談
（予約面談制）
〈先着 5名・各 30分間〉

12月 16日（水）
13：00～ 16：00

市役所
2階
相談室

要
12月 3日（木）午前 8時 30分以降に
電話で市民協働課市民生活係へ。（
42‐9111内線 534）【市民協働課】

※�税理士（税理士法人）に依頼されている人は利用できません。

行政書士に
よる
法務相談

営業許可、帰化など身分に
関する事、近隣トラブルな
どの相談（予約面談制）
〈先着 5名・各 40分間〉

12月 25日（金）
13：00～ 16：20

市役所
2階
相談室

要
12月 11 日（金）午前 8時 30分以
降に電話で市民協働課市民生活係へ。
（ 42‐ 9111内線 534）

【市民協働課】

消費生活
相談

消費（買物・契約等）・多
重債務などの相談

毎週火・木・金曜日
（祝日は除く）
10：00～ 16：00

市役所 1階
消費生活
相談室

不要
市民協働課市民生活係
（ 42‐ 9111内線 534）

【市民協働課】

行政相談 行政に関する相談 12月 9日（水）
13：00～ 16：00

市役所 1階
消費生活
相談室

不要
市民協働課市民生活係
（ 42‐ 9111内線 534）

【市民協働課】
※�予約は不要ですが、当日に受付が必要ですので、市民生活係までお越しください。

　　福祉の
『心配ごと相談』

日常生活における様々な悩み
ごとや心配ごとなどの相談

毎週木曜日
10：00～ 15：00

福祉セン
ター分館 不要 相談日には電話相談（ 42‐6804）

も行います。　　　 【社会福祉協議会】

若者自立の
ための相談会

高校中退者・ニート・引き
こもりなどの相談

12月 1日～ 31日
（日・祝日除く）
  9：00～ 18：00

まほろばセン
ター（エルト
桜井２階）

不要 若者サポートステーションやまと（ 44‐2055） 　　　【商工振興課】

人権擁護委員
による

『悩みごと相談』
人権に関わる様々な悩みご
と

12月 16日（水）
13：00～ 16：00

市役所 1階
消費生活
相談室

不要
人権施策課人権係
（ 42‐ 9111内線 561）

【人権施策課】

女性相談
女性の様々な問題や悩み
（夫婦・育児・介護・ドメ
スティックバイオレンスな
ど）

12
月
21
日（
月
）

面接相談
12：30～15：00

市役所 1階
消費生活
相談室

要 相談日の午前中までに人権施策課男
女共同参画係へ。
（ 42‐ 9111内線 564）
◎匿名での相談も可。　【人権施策課】電話相談

10：00～11：30
42‐9111

（内線 564） 不要

申
問

自
衛
官
等
募
集

 
善
意
銀
行
（
10
月
分
）
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▽
日
時

　
平
成
28
年
１
月
11
日
（
月・祝
）

　
受
付　
午
前
９
時
30
分

　
開
会　
午
前
10
時

▽
場
所　
市
民
会
館

▽�

内
容　
記
念
行
事
・
抽
選
会
他

（
企
画
：
成
人
式
実
行
委
員
会
）

※�

当
日
は
、
で
き
る
限
り
、
華
美

に
な
ら
な
い
服
装
で
出
席
し
て

く
だ
さ
い
。

※�

保
護
者
も
入
場
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

▽�

対
象　
平
成
７
年
４
月
２
日
～

平
成
８
年
４
月
１
日
に
生
ま
れ

た
人

※�

な
お
、
該
当
者
の
う
ち
、
本
市

に
住
民
登
録
を
し
て
い
る
人
に

は
案
内
ハ
ガ
キ
（
入
場
券
に
な

り
ま
す
）
を
送
付
し
ま
す
。

�

仕
事
や
病
気
な
ど
の
諸
事
情
で
成

人
式
に
参
加
で
き
な
か
っ
た
人
へ

　
今
回
の
成
人
式
に
参
加
で
き
ま

す
。
希
望
す
る
場
合
は
申
込
ん
で

く
だ
さ
い
。
招
待
状
を
送
付
し
ま

す
（
多
数
の
場
合
は
抽
選
）。

▽�

申
込
方
法　

ハ
ガ
キ
ま
た
は

Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
に
①

２
０
１
６
年
（
平
成
28
年
）
成

人
式
参
加
希
望
②
住
所
③
氏
名

（
ふ
り
が
な
）
④
年
齢
⑤
電
話

番
号
を
記
入
の
う
え
、
12
月
18

日
（
金
）〈
必
着
〉
ま
で
に
左

記
へ
。

　
・　
　

社
会
教
育
課
（
〒

６
３
３
‐
８
５
８
５
大
字
粟
殿

２
０
２

42
‐
９
１
１
１
内
線

６
０
８
FAX 
45
‐
０
９
６
２
・
Ｅ

メ

ー

ルky-shakai@
city.

sakurai.lg.jp

）

▽
日
時　
12
月
10
日
（
第
２
木
）

　
午
後
０
時
15
分
～
０
時
45
分

▽
場
所　
市
民
会
館
ロ
ビ
ー

▽�

内
容　

Xm
as Fantasy

▽�

出
演
者　
平
方
充
子
さ
ん
（
ソ

プ
ラ
ノ
）、
芦
田
佳
子
さ
ん
、

岡
橋
容
子
さ
ん
、
小
城
真
佐
子

さ
ん
、
宮
田
眞
理
さ
ん
（
以
上

ピ
ア
ノ
）

▽
費
用　
無
料

　
　
文
化
を
考
え
る
桜
井
市
民
の

会
（

０
９
０
‐
６
７
５
１
‐

５
７
０
８
）

　

桜
井
市
自
立
支
援
協
議
会
で

は
、
障
が
い
を
持
つ
人
が
地
域
で

よ
り
よ
い
暮
ら
し
を
送
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
、
何
を
す
べ
き
か

考
え
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
ク
リ
ス
マ
ス
ミ
ニ
コ
ン

サ
ー
ト
を
企
画
し
て
い
ま
す
。

▽
日
時　
12
月
５
日
（
土
）　　
　
　

　
　
　
　
午
後
１
時
～
４
時

※
参
加
時
間
は
自
由
で
す
。

※�

ク
リ
ス
マ
ス
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

は
午
後
１
時
30
分
～
３
時
で
す
。

▽�

場
所　
桜
井
東
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
分
館

▽�

対
象　
障
が
い
を
持
っ
て
い
る

小
学
生
以
上
の
人

※�

支
援
が
必
要
な
人
は
、
支
援
者

同
伴
で
お
願
い
し
ま
す
。

▽
費
用　
１
人
２
０
０
円

▽�

持
ち
物　
お
茶
、
タ
オ
ル
、
上

靴
　
　

社
会
福
祉
課
障
害
福
祉

係
（

42
‐
９
１
１
１
内
線

２
７
２・２
７
３
）

▽�
日
時　
12
月
２
日
（
水
）

～
10
日
（
木
）

　
　
　
　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

▽�

場
所　
ま
ほ
ろ
ば
セ
ン
タ
ー
市

民
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル

▽�

内
容　
市
内
保
育
所・幼
稚
園・

小
学
校
・
中
学
校
の
園
児
・
児

童
・
生
徒
の
作
品
展
示
と
「
人

権
の
ま
ち
桜
井
」
を
テ
ー
マ
に

ふ
れ
あ
い
写
真
展
を
行
い
ま

す
。
入
場
無
料
。

　
　
人
権
施
策
課
人
権
係
（

42

‐
９
１
１
１
内
線
５
６
１
）　　

① 

拓
本
教
室

　
は
じ
め
て
の
人
で
も
１
回
の
受

講
で
美
し
い
拓
本
が
と
れ
る
よ
う

に
教
え
ま
す
。

▽
日
時　
12
月
17
日
（
木
）

　
　
　
　
午
前
10
時
～
正
午　

▽
場
所　
市
立
図
書
館

▽
費
用　
５
０
０
円

▽�

申
込
方
法　
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま

た
は
ハ
ガ
キ
で
参
加
者
の
郵
便

番
号
・
住
所
・
氏
名
・
電
話
番

号
・
年
齢
・
性
別
を
、
市
観
光

協
会
ま
で
。

　
・　
　

市
観
光
協
会（
〒
６
３
３

‐
０
０
６
３
大
字
川
合
２
６
０

‐
２
商
工
会
館
内

・
FAX 
42
‐

７
５
３
０
）

② �

万
葉
ゆ
か
り
の
地
味う

ま
ざ
け酒
三
輪

の
里
を
歩
く
ハ
イ
キ
ン
グ

　
市
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド

の
会
の
メ
ン
バ
ー
が
三
輪
の
町
の

隠
れ
た
魅
力
を
ご
案
内
し
ま
す
。

▽�

実
施
日　
12
月
20
日
（
日
）

※
予
約
不
要

▽�

集
合
時
刻
・
場
所　

　
午
前
９
時
45
分
・
JR
三
輪
駅
前

▽�

コ
ー
ス 

（
約
３
㎞
）　 

JR
三
輪

駅 

→ 

大
神
神
社 

→ 

大
美
和

の
杜
展
望
台 

→ 

三
輪
茶
屋
趾

→ 

恵
比
須
神
社 

→ 

古
い
商
家

街
並
み 

→  

JR
三
輪
駅
（
正
午

頃
解
散
）

▽
費
用　
無
料

　
　

市
観
光
協
会
（

42
‐

７
５
３
０
）

「
考
え
よ
う　
相
手
の
気
持
ち　
育
て
よ
う　
思
い
や
り
の
心
」　
12
月
10
日
は
人
権
デ
ー
、
12
月
４
日
～
10
日
は
人
権
週
間
で
す
。

こころの体温計
　こころの体温計は、携帯電話（PCでも可
能）を使って簡単にメンタルヘルスチェッ
クができるシステムです。自殺防止対策の
一環として、市はこころの体温計を導入し、
市コミュニティバスの車両後部にラッピン
グするなど、広く利用してもらえるよう努
めています。
URL：https://fishbowlindex.jp/sakurai/
※市ホームページからもアクセスできます。

▽ �問い合わせ先　社会福祉課障害福祉係
　（ 42‐ 9111内線 272・273）

ＱＲコード

第
４
回ふれ

あ
い
サ
ロ
ン
ひ
み
こ

人
権
展

「
ぴ
ー
す
・
お
ぶ
・
さ
く
ら
い
」

第
67
回

ラ
ン
チ
タ
イ
ム
コ
ン
サ
ー
ト

平
成
28
年　
成
人
式

市
観
光
協
会
主
催
事
業

申
問

申
問

問

問

問

問

◆

◆

広報わかざくら　平成27年12月号
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「
ま
ち
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー　
本
の
あ

る
場
所
の
可
能
性
！
～
人
が
つ
な

が
る
仕
組
み
づ
く
り
～
」

　
全
国
各
地
で
、
人
と
ま
ち
を
つ

な
ぐ
小
さ
な
図
書
館
「
ま
ち
ラ
イ

ブ
ラ
リ
ー
」
づ
く
り
を
実
践
し
て

い
る
礒
井
純
充
さ
ん
を
招
い
て
、

本
の
あ
る
場
所
の
可
能
性
や
人
が

つ
な
が
る
仕
組
み
づ
く
り
の
お
話

を
し
て
も
ら
い
ま
す
。

▽
日
時　
12
月
18
日
（
金
）

　
　
　
　
午
後
７
時
～
８
時

▽�

場
所　
桜
井
本
町
通
り
２
丁
目

た
ま
り
場（
旧
マ
エ
ダ
ふ
と
ん
店
）

▽�

講
師　
礒
井
純
充
さ
ん
（
ま
ち

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
提
唱
者
）

▽
定
員　
20
名
（
先
着
順
）

▽
費
用　
無
料

　
・　
　
電
話
も
し
く
は
Ｅ
メ
ー

ル
で
、
桜
井
本
町
通
り
２
丁
目

た
ま
り
場
（

45
‐
１
３
２
２
・

Ｅ
メ
ー
ル sakurato@

peace.
ocn.ne.jp

）
ま
で
。

▽�

日
時　
①
「
就
活
に
欠
か
せ
な

い
、
自
己
分
析
」
12
月
３
日

（
木
）、
②
「
実
践
に
役
立
つ
！

面
接
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
！
」、
12

月
16
日
（
水
）、
③
「
仕
事
の

探
し
方
～
業
界
や
職
種
に
つ
い

て
も
考
え
よ
う
～
」
12
月
22
日

（
火
）

※�

時
間
は
①
③
が
午
後
１
時
30
分

～
４
時
30
分
、
②
が
午
前
９
時

40
分
～
11
時
50
分

▽�

場
所　

な
ら
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ

（
奈
良
市
西
木
辻
町
93
‐
６
エ

ル
ト
ピ
ア
奈
良
内
）

▽�
内
容　
就
活
の
第
一
歩
！
自
分

の
強
み
や
向
い
て
い
る
仕
事
を

考
え
る
、
面
接
で
の
チ
ェ
ッ
ク

ポ
イ
ン
ト
を
学
ぶ
な
ど
、
ア
ッ

ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲
気
で
就
職
活

動
の
コ
ツ
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き

る
参
加
型
の
セ
ミ
ナ
ー
。
参
加

費
無
料
。

▽�

対
象　
就
職
活
動
中
の
学
生
や

お
お
む
ね
35
歳
未
満
の
求
職
者

（
40
代
前
半
ま
で
の
不
安
定
就

労
者
を
含
む
）

▽�

定
員　
各
10
人
程
度（
先
着
順
）

▽�

申
込
方
法　
各
セ
ミ
ナ
ー
前
日

ま
で
に
、
セ
ミ
ナ
ー
名
、
開
催

日
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
居

住
地
の
市
町
村
名
、電
話
番
号
、

年
齢
、
性
別
を
、
電
話
か
Ｆ
Ａ

Ｘ
で
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
・　
　

な
ら
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ

（

０
７
４
２
‐
23
‐
５
７
３
０　
　

FAX 
０
７
４
２
‐
23
‐
５
７
５
７
）

　前回に続き、今後の男女共同参画推進・啓発のための基礎材料とするために平成
25年 12月に実施した桜井市男女共同参画に関する意識調査結果を報告します。
◆回答いただいたその結果の一つを紹介します。
　「男は仕事、女は家庭」というような固定的な性別役割分担意識について

№ 38 桜井市男女共同参画に関する意識調査結果より（8）

・固定的な性別役割分担意識が生き方を制限したり、負担であると感じたことが「ある」と答えた割合は、男性に
対して女性が 17.5 ポイント高い。（図表ア）
・あったと感じた場は「家庭で」と答えた割合が、男女ともに最も高く、特に女性では８割近くいる。（図表イ）

問　「男は仕事、女は家庭」というような考え方があ
なたの生き方を制限したり、負担であると感じたこ
とはありますか。　

（「ある」と答えた人のみ）
問　あったと感じた場はどこですか。

【人権施策課】

桜
井
本
町
通
・
周
辺
ま
ち
づ

く
り
協
議
会  

活
き
活
き
講
座

申
問

申
問

な
ら
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
就
活
セ

ミ
ナ
ー
（
12
月
）

◆

◆

男性　50 人
女性　208 人

全体
1,548 人

０

17.0

7.3	

24.8

28.9

26.7

30.9

51.5
46.0

20.0

79.8

14.4

36.0
17.8

4.0
4.8

12.0
4.3

6.0
3.8

63.7

42.0

2.6

2.2

2.3

０20 2040 4060 6080 80100（％） 100（％）

家庭で

社会活動や
地域活動で

職場で

教育の場で

その他

不明・無回答

（図表ア） （図表イ）

男性
681人

女性
868人

　ある　　　どちらともいえない
　ない　　　不明・無回答
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▽�
日
時　
12
月
３
日
（
木
）
午
前

11
時
～
午
後
４
時
（
受
付
は
午

前
10
時
30
分
～
）

※
申
込
不
要

▽�

場
所　
奈
良
県
文
化
会
館
（
奈

良
市
登
大
路
町
６
‐
２
）

▽�

内
容　
県
内
の
求
人
企
業
18
社

（
予
定
）
が
就
職
希
望
者
に
対

し
て
会
社
概
要
や
求
人
内
容
等

を
説
明
す
る
「
企
業
合
同
説
明

会
」
を
開
催
し
ま
す
。
キ
ャ
リ

ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
、
無
料
職

業
紹
介
所
登
録
面
談
も
で
き
ま

す
。

▽�

対
象　
平
成
28
年
３
月
大
学
等

卒
業
予
定
者
お
よ
び
お
お
む
ね

40
歳
代
前
半
の
求
職
者

　
　

な
ら
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
・（
一

社
）
奈
良
経
済
産
業
協
会
（

０
７
４
２
‐
20
‐
２
２
１
０
FAX 

０
７
４
２
‐
20
‐
２
２
１
５
）

▽�

日
時　
12
月
６
日
（
日
）

午
後
０
時
30
分
～
３
時
10
分

（
正
午
開
場
）

※
申
込
不
要

※
未
就
学
児
も
入
場
可

▽�

場
所　
三
郷
町
文
化
セ
ン
タ
ー

（
生
駒
郡
三
郷
町
勢
野
西
１
‐

２
‐
２
）

▽�

内
容

・�

全
国
中
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ

ス
ト
奈
良
県
大
会
表
彰
式

・�

一
日
人
権
擁
護
委
員
宮
川
春
菜

さ
ん
に
よ
る
ギ
タ
ー
演
奏

・�

三
郷
町
立
三
郷
中
学
校
吹
奏
楽

部
に
よ
る
演
奏

　
　

奈
良
地
方
法
務
局
人
権
擁

護
課
（

０
７
４
２
‐
23
‐

５
４
５
７
）

　
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
や
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
通
じ
て
住
宅
防

火
防
災
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ

ん
か
。

▽�

日
時　
12
月
12
日
（
土
）
午
後

１
時
～
４
時
（
受
付
は
午
後
０

時
30
分
～
）

※
定
員
に
な
り
次
第
締
切

▽�

場
所　
奈
良
県
橿
原
文
化
会
館

大
ホ
ー
ル

▽�

内
容　
ダ
ニ
エ
ル
・
カ
ー
ル
さ

ん
（
タ
レ
ン
ト
）
に
よ
る
ト
ー

ク
シ
ョ
ー
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
、
大
学
教
授
に
よ
る

基
調
講
演
等
、
奈
良
県
警
察
音

楽
隊
・
女
性
消
防
団
に
よ
る
演

奏
▽�

費
用　
無
料

　
　
奈
良
県
広
域
消
防
組
合
消
防

本
部
予
防
部
予
防
課
（

26
‐

０
１
１
７
）

桜
井
新
春
マ
ラ
ソ
ン
大
会

《
雨
天
決
行
》

▽
日
時　

　
平
成
28
年
１
月
10
日
（
日
）

　
〈
受
付
〉　　
午
前
９
時
～

　
〈
開
会
式
〉　
午
前
９
時
30
分

▽
主
会
場　
総
合
体
育
館　

▽
締
切
日　
12
月
10
日
（
木
）

※�

総
合
体
育
館
に
所
定
の
申
込
用

紙
が
あ
り
ま
す
。

第
55
回
市
民
体
育
大
会

市
民
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
大
会

▽
日
時　

　
平
成
28
年
１
月
17
日
（
日
） 

　
受
付　
午
前
８
時
40
分

▽
場
所　
総
合
体
育
館

▽�

対
象  
20
歳
以
上
の
市
内
在
住

ま
た
は
在
勤
者
（
た
だ
し
学
生

は
除
く
）

▽
種
目

Ⅰ
・
混
合
の
部

①
20�
歳
か
ら
45
歳
の
部

（
46
歳
以
上
の
人
を
含
む
編
成

も
可
）
た
だ
し
競
技
中
は
46
歳

以
上
の
人
が
同
時
に
４
名
出
場

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

②
46
歳
以
上
の
部

※�

競
技
中
は
男
女
２
名
ず
つ
が
常

に
出
場
し
て
い
る
こ
と
。

Ⅱ
・
女
子
の
部

▽�

チ
ー
ム
構
成　
監
督
１
名
、
選

手
８
名
以
内
（
監
督
は
選
手
を

兼
ね
る
こ
と
が
で
き
る
）

▽
締
切
日　
12
月
13
日
（
日
）

※�

総
合
体
育
館
に
所
定
の
申
込
用

紙
が
あ
り
ま
す
。

市
民
ス
キ
ー
・
ス
ノ
ー

ボ
ー
ド
教
室

▽�

日
時　

平
成
28
年
１
月
22
日

（
金
）
～
24
日
（
日
）

※
車
中
１
泊
・
現
地
１
泊

※
午
後
10
時
総
合
体
育
館
集
合

▽�

場
所　
北
志
賀
竜
王
ス
キ
ー
場

（
長
野
県
）

▽�

対
象　
小
学
１
年
生
以
上
で
市

内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
人

※
中
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴

▽
定
員　
60
名
（
先
着
順
）

▽
費
用　
２
３
、０
０
０
円

▽�

申
込
方
法　
総
合
体
育
館
へ
申

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※�

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま

す
。
ま
た
、
定
員
に
な
ら
な
い

場
合
は
中
止
に
な
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

※�

教
室
に
参
加
し
な
く
て
も
申
込

み
で
き
ま
す
。

第
10
回

桜
井
市
子
ど
も
駅
伝
大
会

▽
日
時　
12
月
５
日
（
土
）

〈
開
会
式
〉
午
後
０
時
30
分

　
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク

〈
ス
タ
ー
ト
〉
午
後
１
時
30
分

　
倉
橋
た
め
池
管
理
棟
前

〈
閉
会
式
〉午
後
３
時
30
分（
予
定
）

　
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク

◇
保
護
者
・
応
援
者
へ
の
お
願
い

・�

応
援
は
役
員
に
指
示
さ
れ
た
場

所
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

・�

ゴ
ミ
は
お
持
ち
帰
り
く
だ
さ
い
。

※�

大
会
開
催
に
伴
い
左
記
の
通
り

通
行
が
規
制
さ
れ
ま
す
。

▽
規
制
時
間　
午
後
１
時
～
３
時

【
総
合
体
育
館　

45‐
０
６
０
９ http://w
w
w
.net-taikyo.com

】

ス
ポ
ー
ツ
の
コ
ー
ナ
ー

ミ
ニ
企
業
合
同
説
明
会

問 問

問

平
成
27
年
度
住
宅
防
火
防
災
推

進
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

中
学
生
人
権
作
文
表
彰
式
と
人

権
を
考
え
る
つ
ど
い
in
三
郷

下
水
道
が
す
で
に
使
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
地
域
に
住
ん
で
い
て
、
下
水
道
を
ま
だ
使
用
し
て
い
な
い
人
は
す
み
や
か
に
下
水
道
へ
の
接
続
を
お
願
い
し
ま
す
。
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　出土遺物の中には極端に小さいものがあり、ミニ
チュア製品と呼ばれています。土器などの日常の生活
道具や、身近にいた動物などを題材にしたものをはじ
め、多種多様なものが作られま
した。また、作られた時代も縄
文時代から近世までと多岐にわ
たります。
　普段目にしているモノとは
違ったかわいい遺物たちの世界
をご覧ください。

▽日時　12月 9日（水）～平成 28年 4月 17日（日）
　午前 9時～午後４時 30分（入館は午後４時まで）
※�毎週月・火曜日・祝日の翌日は休館（祝日は開館）

▽場所　埋蔵文化財センター

▽費用　一般 200 円、小・中学生 100 円
※団体（20名以上）一般 150 円、小・中学生 50円

関連イベント 古代鏡のミニチュアモデル鋳造体験
　赤尾熊ヶ谷古墳出土の鏡をシリコン型で鋳造しま
す。参加者は、鏡の鋳型に低融点金属を流し込むとこ
ろから、研磨して顔が鏡に映るまでを体験します。ま
た、希望者はペンダントにすることもできます。

▽日時　平成 28年３月５日（土）
　　　　午後１時 30分～３時頃

▽場所　埋蔵文化財センター 2階多目的室

▽対象　小学生以上（先着 20名、定員になり次第締切）

▽費用　500 円

▽ �申込方法　往復ハガキに、①参加者氏名（複数の場
合は各氏名）、②住所、③電話番号を記入して下記
まで申込んでください。折り返し参加証を送付しま
す（電話や FAXによる申込みはできません）。

▽ �申込・問い合わせ先　埋蔵文化財センター鋳造体験
係（〒 633‐0074 大字芝 58‐2 42‐6005）

おはなし会の案内（当日参加）
　『桜井おはなしの会』や『子ども読

よ
未
み
知
ち
』、職員によるおはなし会を開催しています。　※大人も入場できます

月 日 担 当 時 間 内 容 場 所

12 5日（土） 桜井おはなしの会 午後 3時～ 3時 30分
おはなしや絵本の読み聞
かせなど おはなしのへや

19日（土） 子ども読未知 絵本の読み聞かせなど
●�新しい本の情報については、図書館内の配布資料やホームページでも見ることができます。
☆�お願い　次に読みたい人が待っている場合もありますので、本の返却期限は必ず守ってください。

期限を過ぎても返却がない場合、貸出停止になることがあります。みなさんのご理解とご協力をお願いします。
◎今月の休館日は、毎週火曜日、第２金曜日（11 日）と年末年始（12/29 ～ H28.1/5）です。

【図書館 44‐ 2600　ホームページアドレス http://www.library.sakurai.nara.jp】

図 書 館 か ら の お 知 ら せ
●図書館フェスティバルを開催します！

▽開催日　12月 19日（土）・20日（日）
　すべて参加費は無料です。
　みなさんの参加をお待ちしています。
①本のリサイクル市（19日、研修室２・３）

▽時間　午前９時～午後３時
※ 1人 10冊まで。
※袋の持参をお願いします。
②人形劇（19日、会議室）

▽時間　第１部：午前 11時～正午
　　　　第２部：午後１時～２時
　　　　※第１部と第２部は同じ内容です。

▽内容　赤ずきん、あわてんぼうのサンタクロース

▽出演者　桜井おはなしの会

▽対象　子どもとその保護者

③冬のプチ文化祭　「サンタが桜
ま ち
井にやってくる」	

　（20日、研修室１）

▽時間　午後０時 30分～４時

▽ �出演者　桜井高等学校／吹奏楽部・ギター部 他
　奈良情報商業高等学校／吹奏楽部・情報研究部 他
　関西中央高等学校／新体操部・軽音楽同好会 他
●年末年始のお知らせ
　年末年始の休館（12月 29 日（火）～ 翌年１月５日
（火）まで）に伴い、特別貸出を行います。

▽実施期間　12月 12日（土）～ 28日（月）
　　　　　　※火曜日休館

▽貸出冊数　10冊

▽貸出期間　４週間
※�詳しくは、館内の掲示か
　図書館まで問い合わせてください。

みんなで図書館フェス
ティバルに行こう！

平成 27年度　企画展　かわいい遺物たち～桜井市内出土遺物から～



❀桜井市
ＰＨＯＴＯニュース

「赤糸伝説ゆかりの地で初めてのイベント」
　古事記に記された赤糸伝説を地域の活性化や観光振興
につなげる企画として、「縁結び赤糸の小道を辿る体感
イベント」が行われました。
　参加者は、活

いくたまよりひめ
玉依姫にふんした女性とともに、大

おおものぬし
物主

にふんした松井市長が残した赤い糸を手繰りながら、伝
説ゆかりの地である箸墓から大神神社までの「赤糸の小
道」を巡りました。
　この事業は（公財）地域社会振興財団交付を受け、長
寿社会ソフト事業として実施されています。

「がんを知り、がんに負けない！」
　市役所大会議室にて、「がんの話あれこれ」と題した
学習会を開催し、50人が参加しました。
　長年にわたり奈良県でがん対策の先頭に立って活躍し
ている大石元さん（奈良県健康づくりセンター所長）が
講師を務め、がんにまつわる難しい話を、ユーモアを交
えながらわかりやすく話しました。
　講演が終わったあと、参加者は日頃の疑問を熱心に尋
ねていて、がんに対する関心の高さがうかがわれました。

「秋の桜井を歩く」
　ウォーキングフェスティバルを開催し、市内・市外か
ら約 7,700 人が参加しました。今年は節目の 30回目に
あたります。
　秋のここちよい気候のなか、歩きながら眺めるまほろ
ばの風景は格別です。参加者は、それぞれ自分にあった
コースを選んで市内の史跡を中心に巡り、思い思いに桜
井の秋のウォーキングを満喫しました。
　また、主会場の芝運動公園では、市民健康まつりや物
産展などの催しが行われ、盛況でした。

「笑顔あふれる赤ちゃん登校日」
　桜井東ふれあいセンター分館で、生後４か月～１歳ま
での赤ちゃんと市内の中学生が交流しました。
　最初はどう接したらいいのか戸惑っていた中学生のお
兄ちゃんお姉ちゃんも、かわいい赤ちゃんの仕草にだん
だん顔がゆるみ、一緒におもちゃで遊んだり、ベビーマッ
サージを体験しました。
　途中でお腹がすいた赤ちゃんに、哺乳瓶でミルクをあ
げる一幕も。お母さんに教えてもらいながら初めての
抱っこに笑顔があふれました。
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この広報紙は、再生紙を利用しています
桜井市ホームページアドレス　http://www.city.sakurai.lg.jp

◇市民の動き◇　平成 27年 10月 31日現在（前月比）
〈人口  59,157 人 (-48)〉〈男  28,160 人 (-32)〉〈女  30,997 人 (-16)〉〈世帯数  24,499 世帯 (-9)〉
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